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ファイナンスモジュールの対象ユーザ
Assetbenterのファイナンスモジュールは、主に経費を追跡管理する会社など
の組織を対象としています。

一般的に以下の従業員がこのモジュールを使用します。
• 財務の責任者
• 管理者

ファイナンスモジュールの使用目的
ファイナンスモジュールでは以下のタスクを実行できます。
• 予算の作成
• 経費のトラッキング
• 固定資産のトラッキング
• 社内振替の管理

タスクの管理では以下の操作を実行できます。
• 資本の支出内容を確認する
• コストを削減する

�はじめに（ファイナンス)
序文
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本マニュアルの使用方法

金額値の章
通貨と為替レートを使用する

経費の章
予算に応じて経費をトラッキングする

固定資産を関連付けるの章
固定資産をトラッキングする

税金の章
キャッシュフローへ税金を統合する

sCn（総所有コスト）の章
sbnを使用する

用語解説（ファイナンス）の章
Assetbenterで経費付替えを自動化する

ファイナンスモジュール用の用語は専門的です。用語集ではAssetbenterの
キーワードが説明されています。

この用語集で用語の意味を確認してください。

参考情報の章
参考情報が記載されています。

ファイナンスモジュールに関連する全コンポーネントの詳細、または高度な
情報などが必要な場合はこの章を参照してください。
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金額を入力するときに通貨を選択できます。ただし、使用する通貨と通貨間
の為替レートをAssetbenterで事前に定義しておく必要があります。

Assetbenterは、複数の通貨で換算額を表示できます。

Assetbenterでは、金額値の複数通貨を管理するために次の機能をサポートし
ています。
• 通貨の定義
• 為替レートの定義
• 金額フィールドの入力（Assetbenterは自動的に換算額を計算します）。

通貨
通貨は、なるべくAssetbenterの導入時に予め定義しておいてください。

通貨のテーブルを表示するには、［ファイナンス／通貨］メニューを選択し
ます。

通貨の詳細画面のRつのフィールドでは、通貨の名前、略号と、記号を定義
できます。

通貨の詳細画面のQつのフィールドでは、金額のフォーマットの規則を定義
します。

�金額値P
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• ［桁数］（rpk名：sorecision）フィールドでは、少数点以下の桁数を定
義します。

• ［記号の位置］（rpk名：serymboloos）フィールドでは、通貨記号の位
置が金額の前か後かを指定します。

特殊な通貨
通貨は必要な数だけ定義できます。一部の通貨には特殊な規則が適用されま
す。
• デフォルトの通貨
• 基本通貨
• ユーロ

デフォルトの通貨
通貨を指定しないで金額を入力すると、必ずデフォルトの通貨が適用されま
す。

データベースで定義するデフォルトの通貨。データベースで指定できるデ
フォルトの通貨は１種類です。指定するには、通貨の詳細画面の［デフォル
トの通貨］チェックボックスをオンにします。

Assetbenterの各ユーザが定義するデフォルトの通貨。ユーザごとにデフォル
トの通貨を指定するには、従業員の詳細画面の［プロファイル］タブページ
にある［デフォルトの通貨］（rpk名：cefburrency）フィールドを使いま
す。ユーザにとって、ユーザのデフォルトの通貨が、データベースのデフォ
ルトの通貨の代わりになります。

通貨を指定しないで金額を入力すると、ユーザの詳細画面の［プロファイ
ル］タブでデフォルトの通貨が定義されていない場合は、データベースレベ
ルで定義されたデフォルトの通貨が適用されます。

基本通貨
換算するときに使うQ種類の基本通貨を定義できます。

基本通貨を定義するには、通貨の詳細画面で［基本通貨P］または［基本通
貨Q］チェックボックスをオンにします。

警告:

基本通貨は、なるべくAssetbenterデータベースにデータを保存する前に定義
してください。実際に、データベースにレコードを保存してから基本通貨を
定義しても、そのレコードの金額の換算額は更新されません。
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ユーロ
ユーロゾーン内の通貨同士で換算する場合は、［ファイナンス／通貨］メ
ニューから通貨の詳細画面にアクセスして、「durope\n duro」を選択する必
要があります。

重要項目:

ユーロの［名前］（rpk名：m\me）フィールドの値は「dtq」に設定する必
要があります。

為替レート
為替レートのテーブルにアクセスするには、［ファイナンス／為替レート］
メニューを選択します。

為替レートには、以下の情報が統合されています。
• レートの適用開始日
• 元の通貨
• 換算通貨
• 換算額
• 逆為替レート
• 換算通貨がユーロゾーンに属するかどうか

為替レートを入力する
為替レートは、必要に応じて入力できます。関連情報を記載したファイルを
インポートすることもできます。

逆為替レート
通貨Aから通貨aへの為替レートを入力すると、AssetbenterはaからAへの逆
為替レートを自動的に計算します。

為替レートをわずか（PD以下）に変更した場合は、Assetbenterは逆為替レー
トを再計算しません。このため、正確を期すためには逆為替レートを調整す
る必要があります。

為替レートを大幅（PDを上回る）に変更した場合は、Assetbenterは逆為替
レートを再計算します。

例

AssetCenter SMR - ファイナンス PT
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Qつの通貨Aとaの為替レートはQです。逆為替レートは、Assetbenterが自動的
に計算し、OMTになります。
• 逆為替レートをわずか（PD以下）に変更した場合の例

逆為替レート = OMTOT

為替レートは変更されません。
• 逆為替レートを大幅（PDを上回る）に変更した場合の例

逆為替レート = OMTP

為替レートは次のように再計算されます。

Aからaへの為替レート = PMXUOVWS

ユーロゾーンの場合
PXXX年P月P日のユーロゾーンの導入は、為替レートに多大な影響を及ぼして
います。ユーロゾーン内では次の為替レートのみが承認されます。
• ユーロからユーロゾーン内の通貨への為替レート

Assetbenterでは、ユーロとユーロゾーン内の通貨に固有の為替および換
算規則を管理できます。為替レートの詳細画面の［ユーロゾーンに含め
る］チェックボックスをオンにすると、Assetbenterでは自動的に次のよ
うに処理されます。
• ［元の通貨］（rpk名：rrcburrency）フィールドには「dtq (durope\n
duro)」と表示されます。これは変更できません。

• ［換算通貨］（rpk名：s\rgetburrency）にはユーロゾーン内の通貨し
か入力できなくなります。

• ユーロからユーロゾーン内の通貨への為替レートを入力できます。逆
の為替レートは入力できません。

重要項目:

ユーロの導入に伴い、ユーロゾーン内の通貨からユーロへの為替レート
は無効になります。ユーロからユーロゾーン内の通貨への為替レートの
みが使用されます。

• ユーロゾーン外の通貨とユーロとの為替レートおよび逆為替レート

重要項目:

ユーロの導入に伴い、ユーロゾーン外の通貨とユーロゾーン内の通貨
（ユーロ以外）との為替レートは無効になります。

• ユーロゾーン外の通貨間の為替レート

PU AssetCenter SMR - ファイナンス
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ヒント
Qつの通貨の為替レートを容易に算出し、換算に使う値を容易に決定するた
めに、Qつの通貨Aとaの為替レートは常に同じ方向で入力することをお奨め
します。

金額フィールドの編集
金額を入力する場合は、金額の数値とその金額に対応する通貨を入力しま
す。金額フィールドの をクリックして通貨を選択します。

重要項目:

通貨を指定しない場合は、デフォルトの通貨が適用されます。

［オブジェクトの設定］ポップアップメニューを選択すると、各金額フィー
ルドごとにデフォルトの金額と通貨を指定できます。

金額を入力する専用のコントロールを使うことができます。このコントロー
ルは、通貨の詳細画面で定義したフォーマットによって変わります。

金額の右の矢印またはキーボードの矢印キーを使って、カーソルを置いてい
るフィールドの数値を増減できます。

［換算通貨］ポップアップメニュー
以下の手順で、ある通貨で入力した金額を別の通貨に換算できます。
P 金額フィールドでマウスの右ボタンをクリックします。
2 ポップアップメニューから、［換算通貨］を選択します。
R リストから適切な換算通貨を選択します。
S 金額が換算され、選択した換算通貨で表示されます。

計算方法は、換算方法と同様です。換算日は、金額を換算する日付です。為
替レートはAssetbenterが自動的に選択します。

詳しくは、「通貨の換算規則」の節を参照してください。

金額フィールド
• rpk名「mwww」の金額フィールドは特定のウィンドウ内に表示され、入
力された金額を保存します。

金額フィールドには、次のTつの従属フィールドがあります。

AssetCenter SMR - ファイナンス PV
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• rpk名「wwwcur」のフィールドは、金額の通貨を含みます（ をクリッ
クします）。

• rpk名「mwwwqefP」と「mwwwqefQ」のQつのフィールドは、Qつの基本
通貨で換算額を保存します（ をクリックします）。

• rpk名「dtwwwbv」のフィールドは、換算日を保存します（ をクリッ
クします）。

例：資産の購入価格がPOOOO円、換算日がQOOQ年PO月P日の場合は、次のよう
になります。
• ［morice］フィールドにはPOOOOが入ります。
• ［oriceCur］フィールドにはioxが入ります。
• ［moriceqefP］と［moriceqefQ］フィールドには換算額が入ります。
• ［dtoriceCv］フィールドにはQOOQNPONOPが入ります。

通貨の換算規則
ある通貨で表された金額を別の通貨に換算するには、換算時に適用される為
替レートが必要になります。

ここでは、換算の規則と為替レートについて説明します。換算規則は、換算
する通貨によって異なります。

ユーロゾーンの特異性
通貨Aで表された金額をユーロゾーン内の通貨aに換算するには、次の手順
が必須です。
P 金額をユーロに換算します。
2 次に、ユーロで表された金額を通貨aに換算します。

為替レートを事前に入力しておくと、Assetbenterは、合法の計算規則に従っ
て上記の一連の換算処理を自動的に行います。

両方の通貨がユーロゾーンに属する場合
通貨Aと通貨aの両方がユーロゾーンに属しており、Aの金額をaに換算する
場合は、次のように処理されます。
P Assetbenterは、次のようにして通貨Aの金額をユーロに換算します。
• ユーロから通貨Aへの換算レートによる除算を行います。
• 小数点以下第R位を四捨五入します。

2 次に、Assetbenterは、ユーロの金額を通貨aに換算します。
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ユーロから通貨aへの換算レートを適用します。•
• 通貨aの詳細フィールドに指定されている桁数に従って、値を四捨五
入します。

どちらかの通貨がユーロゾーンに属する場合

換算通貨がユーロゾーンに属する場合
ユーロゾーン外の通貨Aの金額をユーロゾーン内の通貨aに換算する場合は、
次のように処理されます。
P Assetbenterは、次のようにして通貨Aの金額をユーロに換算します。
• 通貨Aからユーロへの換算日現在の為替レートまたはユーロから通貨
Aへの逆為替レートを適用します。

• 小数点以下第R位を四捨五入します。

2 次に、Assetbenterはユーロの金額を通貨aに換算します。
• ユーロから通貨aへの換算レートを適用します。
• 通貨aの詳細フィールドで指定されている桁数に従って、結果を四捨
五入します。

元の通貨がユーロゾーンに属する場合
ユーロゾーン内の通貨Aの金額をユーロゾーン外の通貨aに換算する場合は、
次のように処理されます。
P Assetbenterは、次のようにして通貨Aの金額をユーロに換算します。
• ユーロから通貨Aへの逆為替レートを適用します。
• 小数点以下第R位を四捨五入します。

2 次に、Assetbenterはユーロの金額を通貨aに換算します。
• ユーロから通貨aへの換算レートを適用します
• 通貨aの詳細フィールドで指定されている桁数に従って、値を四捨五
入します。

ユーロゾーン外の通貨
指定したP組の通貨（Aとa）間の適切な為替レートを選択するために、
Assetbenterでは換算日と次の規則を使います。
• Aが元の通貨、aが換算通貨（結果）の場合で、換算日付けの為替レート
が定義されている場合は、Assetbenterはこのレートを使います。
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• aが元の通貨、Aが換算通貨の為替レートが定義されている場合は、
Assetbenterはこのレートに対して定義された逆為替レートを使います。
逆為替レートは、aからAへの為替レートの［P A = x a］フィールドに表
示されます。

• 上のいずれにも該当しない場合は、換算されません。

例
• 通貨Aから通貨aへのQOOQ年V月P日現在の為替レートは、［P A = U a］で
す。

• 通貨aから通貨AへのQOOQ年W月P日現在の為替レートは、［P a = OMQ A］
です。

• QOOQ年X月P日現在でPOO Aを通貨aに換算する場合、Assetbenterでは為替
レート［P A = U a］が適用され、金額はUOO aになります。

換算
ここでは、次の事項について説明します。
• 概要
• 換算日
• 更新

概要
金額を入力すると、Assetbenterは基本通貨の金額に自動的に換算します。

金額フィールドの右の アイコンをクリックすると、換算日、金額、換算額
を示す画面が表示されます。

換算額は、次の値から自動的に計算されます。
• 換算日
• 入力した金額の通貨単位と基本通貨の換算日現在の為替レート

換算日
換算日によって為替レートが決まります。

換算日はrpk名「dtxxxbv」のフィールドに保存され、各金額に関連付けられ
ます。

デフォルトの換算日を関連付けると、金額を定義する時点でこのフィールド
に自動的にデフォルト値が入力されます。この結果、資産の購入価格の換算
日を確実にこの資産の購入日にするなどの処理が可能になります。
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デフォルトでは、金額の換算日は現在の日付になります。金額に関連付けら
れる換算日のデフォルト値は、Assetbenter c\t\b\se Administr\torを使って定
義します。

金額を更新する
不適切な換算額を手動で変更した後に金額を変更すると、変更された換算額
は失われます。

以下の場合Assetbenterはデータベースに格納された換算額を更新します。
• 為替レートが変更された場合
• 換算日がスクリプトで計算され、スクリプトに使うフィールド値が変更
された場合

Assetbenterには、以上の変更を自動的に換算額に反映する機能はありませ
ん。

自動的に変更するように設定するには、ワークフローのワークフローチャー
ト機能を使います。

複数通貨の機能を限定する
複数の通貨を定義するすべての機能を使う必要のない場合は、次のQ通りの
使い方ができます。
• 通貨を定義しない。この場合は次のようになります。
• 金額には通貨が付きません。
• 金額のフォーマットは、vindo•sのコントロールパネル（［地域］の
［通貨］タブ）で定義されているフォーマットが適用されます。金額
を入力する専用のコントロールも変更されます。

• データベースでは、金額フィールドに関連するSつのフィールド（通
貨、Qつの換算額、換算日）は空になります。

• 基本通貨を定義しないで通貨を作成します。この場合は次のようになり
ます。
• 通貨ごとに異なるフォーマットの規則を定義できます。
• データベースレベルでは、金額情報用のTつのフィールドのうち、金
額と通貨のフィールドだけに値が入り、他のRつのフィールド（Qつの
換算額と換算日のフィールド）は空になります。
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本章では、Assetbenterで経費を管理する方法について説明します。

経費の概要
本節では経費管理に関連する概念を説明します。

予算
予算は、一定期間（一般的に翌年）の収入と支出を各予算カテゴリごとに計
画したものです。このため、予算は以下のQつの座標軸から成り立っていま
す。
P 時間の座標軸。各企業の予算追跡または予算報告の規則に応じて区切ら
れます（半年、四半期、P月ごとなど）。

2 予算カテゴリ（または予算科目）用の予算内容の座標軸。各企業の予算
カテゴリに応じて区切られます。

�経費Q
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図 Q.P. 予算 L 構成要素

注意:

予算は以下の要素を含む表と見なされます。
• P期間に対応する列（第P四半期、第Q四半期、など）
• P予算カテゴリに対応する行（例：社内出張、社外出張、コンサルティン
グ、など）

• P予算明細に対応する金額を含むセル（例：第P四半期の出張用の予定金
額はPOO万円）。予算明細の金額は会計では引当金と呼ばれており、支給
する予定額を指します。

会社組織での必要に応じて以下の概念も使用されています。
• 予算内容の座標軸上
• 予算カテゴリはPつまたは複数のコストカテゴリから構成されていま
す。上記の例を取ると、予算カテゴリ「社内出張」には、「国内での
社内出張」、「海外での社内出張」などのコストカテゴリが含まれま
す。

• 予算分類は、複数の予算カテゴリから構成されています。例えば、予
算分類「出張」には、「社内出張」、「社外出張」などの予算カテゴ
リが含まれます。
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注意:

予算分類が、予算カテゴリをを介して全部のコストカテゴリをまとめ
るようにすることをお勧めします。予算分類に入らないコストカテゴ
リがあると、予定された収入や支出の一部が予算内に含まれなくなり
ます。Assetbenterは、全コストカテゴリが予算分類に含まれているか
どうかを点検しません。

• 期間の座標軸上
• P期間区分は、各企業が定義する「期間」をまとめたものです。
• P会計年度は複数の期間区分をまとめます。一般的にP年の期間に相当
します。

図 Q.Q. 予算 L 一覧表

企業では、予算はP年間の会計年度ごとに定義されるのが一般的です。この
各年度予算をまとめる組織体は、予算センタと呼ばれます。予算センタは多
くの場合企業内の部署に相当します。
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図 Q.3. 予算センタ L 構造
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図 Q.S. 予算センタと予算 L 区分

予算センタの概念はコストセンタに比較することができます。予算センタが
統括する期間は未定ですが、予算センタに含まれる要素は、それぞれ一定の
期間に直接関連付けられています。

コストセンタ
コストセンタは、企業の各部署の経費全体をまとめ、管理するために使用さ
れます。

予算を管理する場合、コストセンタは予算センタの一部を構成する必要があ
ります。
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予算
本節ではAssetbenterでの予算の使用方法を説明します。

インプリメンテーション方法
ここでは、Assetbenterで予算システムを導入する方法を説明します。各企業
の特性に応じて別の方法を取ることも可能ですが、その場合には以下の点に
注意してください。
• 予算管理用の全構造要素を作成する必要があります。期間の座標軸の要
素（会計年度、期間区分、期間）と、予算内容の座標軸の要素（予算分
類、予算カテゴリ、コストカテゴリ）を作成します。

• 各予算分類には、定義されたコストカテゴリ全てが含まれていなければ
なりません。

ここで説明する導入方法では、以下の手順に従います。
• 期間の座標軸に関連する情報を、以下の順番で作成します。
P 会計年度
2 期間区分
R 期間

• 予算内容の座標軸に関する情報を、以下の順番で作成します。
P コストカテゴリ
2 予算分類
R 予算カテゴリ

• 予算センタを作成します。
• 予算を作成します。

実用例
この例では、ソフトウェアのデザインを手がける会社roft•\reが、会社の研
究開発部にAssetbenterによる予算管理を導入する方法を説明します。この会
社での規則に従って、期間区分を以下の様に指定します。
• P期間はP四半期に当たります。
• 期間区分はP年に当たります。
• 会計年度は現在の会計年度とします。

この例では以下の状況に従って「出張」用の予算を作成します。
• 日本国内の出張と海外への出張がある。
• 日本国内では、大阪と札幌への出張がある。
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海外では、ロンドンとパリへの出張がある。

この状況に基づいて、以下の情報を入力します。
• 基本のコストカテゴリ：大阪出張、札幌出張、ロンドン出張、パリ出張
• 予算カテゴリ：国内出張（これは大阪と札幌の出張をまとめます）、海
外出張（これはロンドンとパリの出張をまとめます）。

• 予算分類は「出張」になります。

上記を作成した現時点で、Assetbenterでの予算システムの導入が可能になり
ます。

期間の座標軸の作成
この段階では、会計年度、期間区分と、期間を作成します。作成には以下の
手順に従います。
P ［ファイル／会計年度］メニューを選択します。
2 ［新規作成］をクリックし、以下の値を入力してレコードを作成します。

値フィールド
QOOP年会計年度名前
QOOPNOSNOP開始
QOOQNORNRP終了

R ［作成］をクリックしてレコードを確定します。
S ［期間区分］タブを選択します。上記で作成した会計年度には期間区分
が含まれていません。 をクリックし、期間区分を会計年度に追加しま
す。

T 期間区分の［名前］に「QOOP」と入力し、［追加］をクリックします。
U 会計年度の詳細画面で［変更］をクリックし、この変更事項を確定しま
す。

V 会計年度の詳細画面の［期間区分］タブで期間区分「QOOP」を選択し、
をクリックして、詳細を表示します。

W 次に、期間区分に関連付けられた期間を作成します。この例ではP期間は
四半期に当たるため、Sつの期間を作成する必要があります。［期間］タ
ブを選択します。

9 をクリックして、期間を追加します。
PO ［名前］フィールドに「第P四半期」と入力し、［開始］と［終了］フィー
ルドに以下の値を入力します。

値フィールド
QOOPNOSNOP開始
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値フィールド
QOOPNOUNRO終了

PP ［追加］をクリックします。
P2 上記の手順XからPPを繰り返して、第Q四半期、第R四半期、第S四半期を
作成します。

PR これで予算の期間座標軸の作成が完了しました。

予算内容の座標軸の作成
この段階では予算を構成するRつの要素、コストカテゴリ、予算カテゴリと、
予算分類を作成します。作成には以下の手順に従います。
P ［ファイナンス／コストカテゴリ］メニューを選択します。
2 Sつのコストカテゴリ、「大阪出張」、「札幌出張」、「ロンドン出張」
と、「パリ出張」を作成します。

R ［ファイナンス／予算分類］メニューを選択します。
S ［新規作成］をクリックし、［名前］フィールドに「出張」を入力して
レコードを作成します。

T ［予算カテゴリ］タブ内で をクリックし、新規に作成された予算分類
内に予算カテゴリを追加します。

U ［名前］に「国内出張」と入力し、［追加］をクリックします。
V 予算分類の画面で［変更］をクリックし、変更事項を確定します。「国
内出張」をリストから選択し、 をクリックして、詳細を表示します。

W 次に「予算カテゴリ」タブを選択し、 をクリックして「大阪出張」と
「札幌出張」を追加します。［変更］をクリックして変更事項を確定し
ます。

9 手順TからWを繰り返して、「海外出張」予算カテゴリを作成し、「ロン
ドン出張」と「パリ出張」コストカテゴリをこの予算カテゴリに追加し
ます。

PO これで予算の予算内容の座標軸の作成が完了しました。

予算センタの作成
この段階では、「研究開発部」予算センタを作成します。作成には以下の手
順に従います。
P ［ファイナンス／予算センタ］メニューを選択します。
2 ［新規作成］をクリックし、［名前］フィールドに「研究開発部」と入
力します。

R ［コストセンタ］タブを選択し、 をクリックしてコストセンタを追加し
ます。ここで選択されるコストセンタの経費は、予算センタ「研究開発
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部」に割り当てられます。Assetbenterのデモ用データキットのデフォル
トのコストセンタ「運用」を選択し、［選択］をクリックします。

予算の作成
この段階では、予算「出張」を作成します。作成には以下の手順に従いま
す。
P 「研究開発部」予算センタの詳細画面で、［全般］タブを選択し、 をク
リックして、予算を追加します。

2 以下の値を予算用に入力します。

値フィールド
デフォルトでは、［名前］フィールドの値は予算センタの
名前と同じになります。この例では「研究開発部」です。
職務出張

名前

QOOP年会計年度期間区分
出張分類

R ［追加］をクリックします。
S これで予算が作成されました。次に、予算明細（各予算科目と各期間用
に予測される収入と支出の金額）を入力します。追加した予算を選択し、
をクリックします。「職務出張」予算の詳細画面で［明細］タブを選
択します。

T QOOP年会計年度の支出を予測して、Qつの予算カテゴリ「国内主張」と
「海外出張」に引当金を割り当てます。 をクリックして、予算に明細を
追加します。

U 必須フィールドに値を入力し、必要な分だけ予算明細を作成します。こ
の例では、［期間］フィールドに「第P四半期」、「第Q四半期」、「第R
四半期」、「第S四半期」と入力し、［予算カテゴリ］フィールドに「国
内出張」と「海外出張」、［名前］フィールドに予算明細を識別するた
めの名前を入力します。名前は予算カテゴリと同名でも構いません。［引
当金］用に金額も入力します。

注意:

予算には［ステータス］フィールドがあり、「準備中」、「承認済」と
「クローズド」のいずれかを指定できます。しかしこの値はあくまでも
参考用であり、Assetbenterの自動処理機能には関連付けられていません。

V この段階で予算の画面の［トラッキング］ボタンをクリックすると、予
算の全体図を表示できます。ウィザードには、入力された予算明細の要
約と、実行された引当金のグラフが表示されます。
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予算のトラッキング
Assetbenterに予算構造が導入された後、予算枠内で支払われた経費のトラッ
キングを実行できます。
• 理論上では、全ての出費は経費明細として作成されます。

注意:

調達サイクルや経費付け替えなどのAssetbenterの自動処理機能では、経
費の作成、変更または分割が実行されます。詳細については、調達サイ
クルを説明するマニュアル（『調達』、『契約』など）、または本マニュ
アルの「経費明細 [�献 RS]」の節を参照してください。

• 経費明細には以下の内容が含まれます。
• 金額
• 支出日。この支出日から経費の属する「期間」が分かります。
• コストカテゴリ。ここから経費の「予算カテゴリ」が分かります。
• 経費の配賦先コストセンタ
• 経費のステータス（「見積済」、「発生済」、「発生済みおよび変更
不可」）

これらの情報により、経費が関連付けられている予算や予算明細が分か
ります。

• 予算の詳細画面で［トラッキング］をクリックすると、ウィザードが現
れ、予算の引当金と実際の経費を比較するグラフを表示します。このグ
ラフは、ウィザードを全画面表示しないと表示されません。

トラッキングの例
前期の例に従ってRつの経費明細を手動で作成します。
P ［ファイナンス／経費一覧］メニューを選択します。
2 以下の情報を入力してRつの経費明細を作成します（［タイトル］フィー
ルドには自由に入力します）。

経費明細3経費明細Q経費明細Pフィールド
XTOQOOOSOOO借方
QOOQNPQNOPQOOPNOUNQTQOOPNPONRP支出日
運用運用運用コストセンタ
札幌出張大阪出張ロンドン出張コストカテゴ

リ
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経費明細3経費明細Q経費明細Pフィールド
見積済発生済発生済および

変更不可
ステータス

R 既に「職務出張」予算用に引当金が割り当てられています。各期間（こ
の例では四半期）と各予算カテゴリ（国内出張と海外出張）にそれぞれ
経費明細を作成したかどうかを確認します。

S この予算の詳細画面に戻り、［トラッキング］ボタンをクリックします。
ウィザードは予測された経費と実際の経費をグラフで表示します。

コストセンタ

図 Q.T. コストセンタ L 詳細画面

コストセンタを使って経費明細を分類することができます。コストセンタは
広義に解釈してください。

Assetbenterのコストセンタは、経費（現金流出）をトラッキングするための
もので、会計用語に厳密に準拠するわけではありません。

コストセンタを使って、資産の取得とメンテナンス、従業員の研修、メンテ
ナンスの費用、保険、リース契約などに関連する様々な経費を分類できま
す。
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注意:

各コストセンタにはコードが付いており、他のアプリケーションのデータ
ベースとのインポートまたはエキスポート時に、識別キーの役割を果たしま
す。

経費明細
経費明細のリストを表示するには、［ファイナンス／経費一覧］メニューを
選択します。また、コストセンタの詳細画面の［経費］タブには、コストセ
ンタに配賦された経費明細のリストが表示されます。

ボタンを押すと、リスト内のすべての経費明細の借方および貸方の総額を
計算できます。

リース契約の新規賃貸料や、新規の分割処理などが発生するとAssetbenter
rerverモニタプログラムは自動的に経費明細を作成します。

重要項目:

経費明細が自動的に作成された場合、［ステータス］（rpk名：sert\tus）
フィールドは［発生済および変更不可］にはなりません。これ以外のステー
タスの明細を検索すれば、自動的に作成され、まだ有効になっていない経費
明細を確認できます。

以下の操作を実行する場合には、これにより発生するコスト（経費）を指定
する必要があります。
• 資産の取得
• 作業指示、メンテナンス作業
• 契約

経費明細を、コストを伴う構成要素（資産、契約など）に関連付ける手順は
以下の通りです。
P 資産や契約などの詳細画面を表示します。
2 ［コスト］タブを選択します。
R ボタンをクリックすると、新規経費明細の詳細画面が表示されます。

経費明細の詳細画面
経費明細の［全般］タブには、次の情報が表示されます。
• ［借方］（rpk名：mcebit）および［貸方］（rpk名：mbredit）フィー
ルド。
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［貸方］に金額を入力すると、［借方］はOになり、また［借方］に金額
を入力すると、［貸方］はOになります。

• ［ステータス］（rpk名：sert\tus）。経費明細には、［発生済］、［発
生済および変更不可］、［見積済］のステータスがあります。

経費明細が自動的に作成された場合、このフィールドは［発生済および
変更不可］には設定されません。これにより、自動的に作成された経費
明細を管理し、特定の明細のみの作成を有効にすることができます。

［コストセンタ］（rpk名：bostbenter）リンクは、コストセンタに経費明
細を割り当てます。

経費明細を作成する
経費明細は、次のように様々な方法で作成できます。

経費明細のリストで［新規作成］をクリックすると、新しい経費明細を手動
で作成できます。この場合、この経費明細の原因となる操作（資産の購入、
契約など）を指定する必要があります。

自動作成
経費を伴うイベントが発生すると、経費明細が経費明細のテーブルに自動的
に作成されます。

経費明細の金額は、指定された情報から自動的に計算されます。

経費明細の［ステータス］は、［見積済］または［発生済］に設定されま
す。

AssetCenter rerverにより自動的に作成
Assetbenter rerverは、次の支払に関連する経費明細を自動的に作成します。
• 契約または資産に関する定期的な賃貸料の支払
• 契約の資金繰りのために使用したローンの返済

経費明細の金額は、契約と資産の詳細画面の賃貸料およびローンのサブタブ
ページに指定されている情報に基づいて自動的に計算されます。

Assetbenter rerverは、他のコストセンタに分割処理される経費明細を自動的
に作成します。

経費明細を変更する
経費明細の作成後に経費に関する情報の一部を変更し、経費明細がまだ有効
化されていない（経費明細の詳細画面の［ステータス］（rpk名：sert\tus）
フィールドが［発生済および変更不可］に設定されていない）場合は、この
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変更を適用できます。経費明細が有効になっている場合は、レコードを変更
できません。

作成後に経費明細を変更しても、経費明細の発生元のレコード（契約など）
の詳細情報は変更されません。

経費明細を分割した場合の影響
• 経費明細「k」が別の経費明細の分割によって発生した経費明細の場合
は、経費明細「k」の金額を手動で変更しても、次の経費明細には影響し
ません。
• 経費明細「k」の分割によって発生した経費明細
• 経費明細「k」の発生元の経費明細

警告:

コストセンタが削除された場合などにAssetbenter rerverにより経費明細が
自動的に再計算されると、手動で加えた変更は失われます。

• 経費明細が他の経費明細の分割処理によって発生した経費明細でない場
合は、その金額を変更すると、その経費明細の分割によって発生した経
費明細にも変更が加えられます。

コストセンタ間での分割処理
ここでは、Assetbenterによるコストセンタ間での分割処理の方法を説明しま
す。

分割処理の概要
１つの経費明細を、複数のコストセンタで分担できます。

経費明細を分割するには、その明細を１つの中間コストセンタに割り当てま
す。この中間コストセンタは、分割した経費の割り当て先のコストセンタの
リストと、各コストセンタに割り当てられる経費のパーセンテージを定義し
ます。

指定したコストセンタで段階的に分割処理を実行できます。例えば、コスト
センタbPをbQとbRに分割し、bRをさらにbSとbTに分割できます。

分割処理後のコストセンタを区別するために、分割する前の元のコストセン
タは「分割前のコストセンタ」、分割後の各コストセンタは「現在のコスト
センタ」と表示されます。

経費明細は、Assetbenter rerverによって分割されます。
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Assetbenter rerverは、分割対象の経費明細を検索し、分割を行います。経費
明細をモニタする頻度は、Assetbenter rerverオプションで定義します。

経費明細は、次のようにして分割されます。
• 分割前のコストセンタ内に分割された経費明細が作成されます。
• 分割のパーセンテージに従って、子コストセンタ内に経費明細が作成さ
れます。

図 Q.6. コストセンタ間の分割処理

経費明細の分割を自動化する
経費明細を正しく分割するには、次の手順に従います。
P Assetbenter rerverを起動します。
2 データベースに接続します。
R ［アクション／起動］メニューを選択します。
S アクション［コストセンタの経費を分割する］を選択します。
T ［nK］をクリックします。
U Assetbenterを起動します。
V 経費明細に関連するAssetbenterの要素にコストセンタを割り当てます。
W Assetbenter rerverによって、経費明細が自動的に分割されます。

分割処理の詳細設定と計算
コストセンタの詳細画面の［分割処理］タブページに、コストセンタに関連
する分割の説明があります。

分割後の各コストセンタに分割処理明細を指定します。
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分割処理明細に、分割処理の開始日、終了日、分割のパーセンテージを指定
します。

注意事項
• 分割の開始日は分割期間に入りますが、終了日は入りません。例えば、
開始日がPXXXNPNPで終了日がPXXXNSNPの場合は、分割はPXXX年P月P日から
PXXX年R月RP日まで有効です。

• 指定日時点でのコストセンタの経費のパーセンテージの合計がPOO ±OMPD
になるように分割しなければなりません。

• 分割前のコストセンタを、分割後のコストセンタに関連付けられた分割
に含めることはできません。

経費明細の計算
• 分割のパーセンテージを適用してから、経費の小数点以下第二位を四捨
五入します。

• 丸め誤差は最初の経費明細で相殺されます。

経費明細の金額を変更する場合の注意
• 経費明細「k」が別の経費明細の分割によって発生した経費明細の場合
は、経費明細「k」の金額を手動で変更しても、次の経費明細には影響し
ません。
• 経費明細「k」の発生元の経費明細
• 経費明細「k」の分割によって発生した経費明細

警告:

コストセンタが削除された場合などにAssetbenter rerverにより経費明
細が自動的に再計算されると、手動で加えた変更は失われます。

• 経費明細が他の経費明細の分割処理によって発生した経費明細でない場
合は、その金額を変更すると、その経費明細の分割によって発生した経
費明細にも変更が加えられます。

コストセンタを削除する
［オプション］ウィンドウ（［編集／オプション］）で［拡張削除の許可］
が［はい］に設定されていない場合は、経費明細があるコストセンタを削除
できます。以下のRつの方法で削除できます。
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リンクしているすべてのレコードを削除する
コストセンタが削除されると、Assetbenterは次の明細を削除します。
• 削除されたコストセンタの経費明細
• 削除されたコストセンタに関連する分割処理で発生した経費明細

注意:

削除されたコストセンタで分割処理が行われ、別の経費明細が発生した場
合、Assetbenterは分割前の元の経費明細の非表示フィールド［分割処理のス
テータス］（rpk名：serplitrt\tus）を「未分割」に変更します。

このようにステータスは未分割に戻っても、分割により発生した経費明細が
まだリンクされている経費明細をAssetbenter rerverが検出すると、Assetbenter
rerverはそれらのリンクしている経費明細をすべて削除します。それと同時
にAssetbenter rerverは分割前の元の経費明細も削除します。

次に、Assetbenter rerverは未分割のステータスに戻った経費明細を分割し、
新しいパラメータに基づいて再計算します。

リンクしているすべてのレコードを切り離す
この場合は次のようになります。
• 削除されたコストセンタの経費明細は、切り離したコストセンタとは関
連がなくなります。

• 経費明細が、削除されたコストセンタの分割前の元の経費明細の場合は、
その経費明細が再分割されます。

• 経費明細が、削除されたコストセンタに関連する分割処理により発生し
た経費明細の場合は、変更されません。

リンクしているレコードを別のレコードにリンクする
この場合は、削除されたコストセンタに代わるコストセンタwを選択します。
• 削除されたコストセンタの経費明細をコストセンタwに関連付けます。
• 経費明細が、削除されたコストセンタの分割前の元の経費明細の場合は、
コストセンタwが新しいコストセンタと見なされ、その経費明細が再分割
されます。

• 削除されたコストセンタに関連する分割処理によって発生した経費明細
は削除され、コストセンタwの経費明細が分割されます。
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本章では、Assetbenterデータベースに固定資産を関連付ける方法について説
明します。

内容は次の通りです。
• 固定資産の関連付けについて
• 固定資産の詳細情報

固定資産のリストを表示するには、［ファイナンス／固定資産］メニューを
選択します。

�固定資産を関連付ける3
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図 3.P. 固定資産 L 詳細画面

AssetCenterデータベースの資産と固定資産の関連
付けについて

ある会社の経理部で、専用の会計ソフトを使って固定資産の詳細情報を管理
しているとします。しかし、会計に紛失した資産や未使用の資産の情報を含
んだ最新の固定資産のリストを反映させることは困難です。会計レコードに
処分済の資産に相当する固定資産が含まれていることはよくあることです。

上記のような会計レコードのファイルを更新するには、物理的に資産を棚卸
することが必要です。Assetbenterで資産を棚卸し、その情報を固定資産のリ
ストと関連付けて照合すれば、その相違点を基に会計ファイルを更新するこ
とができます。

関連付けがしやすいように、Assetbenterには会計プログラムの固定資産情報
を入力するためのテーブルがあります。会計プログラムから固定資産のデー
タをインポートすると、Assetbenterデータベース内の資産情報と関連付ける
ことができます。Assetbenterには、会計プログラムから取得した固定資産
データを棚卸資産に手動で関連付けるウィンドウがあります。

Assetbenterでは、次のRつの方法でデータベース内の資産を固定資産に関連
付けます。
• Pつの資産をPつの固定資産に関連付ける
• Pつの資産を複数の固定資産に関連付ける（Pつの資産で進行中の作業を
管理する場合など）
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• Pつの固定資産を複数の資産に関連付ける（複数の資産をまとめて管理す
る場合など）

Assetbenterデータベース内の資産と会計プログラムから取得した固定資産情
報とを関連付けるには、次の手順に従います。
P 固定資産の会計ソフトから有効な情報を抽出します（テキストファイル
に出力）。

2 テキストファイルをAssetbenterの固定資産テーブルにインポートします。
R 資産と固定資産を関連付けます。
S 「関連付けなし」の固定資産のリストを表示し、印刷します。これらは、
資産に関連付けられなかった固定資産です。経理部では、必要に応じて
これらの固定資産をリストから削除できます。

T 「一部関連付け」の固定資産のリストを表示し、印刷します。これらは、
一部のみ資産に関連付けられた固定資産です。経理部はこれらの固定資
産を分解し、関連付けられていない固定資産をリストから削除できます。

U 「処分」の固定資産のリストを表示し、印刷します。これらは、処分さ
れた資産にのみ関連付けられる固定資産です。経理部では、これらの固
定資産をリストから削除できます。

固定資産の詳細情報
固定資産の詳細画面の情報の多くは、固定資産を管理する外部のソフトウェ
アアプリケーションからインポートして入力します。

固定資産の詳細画面の上部、および［全般］と［減価償却］タブページの
フィールドは、他のAssetbenterテーブルにリンクしていません。

Assetbenterデータベースに固定資産のデータをインポートしたら、必要に応
じて次のように詳細情報を入力します。

注意:

データのインポートについて詳しくは、マニュアル『管理』の「データのイ
ンポート」の章を参照してください。

• ［全般］タブページのフィールドに入力します。必要に応じて、固定資
産の会計コード、固定資産の取得日、［導入日］（rpk名：hnst\llc\te）、
レコードの更新日、固定資産の設置場所、数量、単価を入力します。

• ［減価償却］タブページのフィールドに入力します。必要に応じて、固
定資産の減価償却のタイプ（会計、技術、年度など）、計算方法（定額、
定率、例外など）、減価償却期間を指定します。
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• 固定資産の詳細画面の［資産］タブページで、固定資産と資産を関連付
けます。 、 と のボタンをクリックすれば、固定資産に関連する資産
の追加、削除、表示、変更を行うことができます。

• 固定資産の詳細画面の上部にある［オプション］（rpk名：senption）
フィールドに入力します。このフィールドには、次のSつの値のいずれか
を入力することができます。
• 関連付けなし：固定資産に資産が関連付けられていないことを示しま
す。

• 一部関連付け：固定資産に最低P件の資産が部分的に関連付けられて
いることを示します。

• 関連付け済み：固定資産と資産が完全に関連付けられていることを示
します。

• 処分：この固定資産は、固定資産のリストに表示されるべきではない
ことを示します。これは、固定資産に対応する資産がもう使用されな
い場合に当てはまります。

注意:

［取得日］（rpk名：Acquc\te）フィールドと［導入日］（rpk名：
hnst\llc\te）フィールド（固定資産の詳細画面の［全般］タブページ）に注
意してください。これらの日付は外部のデータベースからインポートされる
ため、そのデータ型と保存形式が不明な場合があります。そのため、
Assetbenterデータベースにはテキスト形式で保存されます。
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本章では、Assetbenterで税金を処理する場合の様々な計算方法について説明
します。

税金には次の種類があります。
• 固定
• 計算式で計算する税金

税金管理が必要な分野
Assetbenterでは、次の分野で税金機能が使われています。
• 契約賃貸料。契約の詳細画面の［賃貸料］タブページの賃貸料サブタブ
ページで、［税金］（rpk名：s\xeormul\）、［税区分］（rpk名：
s\xiuris）、［税率］（rpk名：ps\xq\te）、［税額］（rpk名：
ms\xu\lue）フィールドに、契約全体の賃貸料の支払額にかかる税金を指
定します。

�税金S

AssetCenter SMR - ファイナンス ST



注意:

［賃貸料］タブページは、契約の詳細画面の［全般］タブページで［タ
イプ］（rpk名Ysesype）フィールドが［マスターリース］以外に設定さ
れており、［支払属性］（rpk名Yseo\ysype）フィールドが［賃貸料］ま
たは［両方］（賃貸料とローンの両方）に設定されている場合のみ表示
されます。

• 資産の賃貸料。資産の詳細画面の［支払］タブページの［賃貸料］サブ
タブページで、［計算式］（rpk名：s\xeormul\）、［税区分］（rpk
名：s\xiuris）、［税率］（rpk名：ps\xq\te）、［税額］（rpk名：
ms\xu\lue）フィールドに、各資産の賃貸料支払額にかかる税金を指定し
ます。

注意:

［賃貸料］サブタブページは、［取得］タブページの［調達］サブタブ
ページの［取得方法］（rpk名：seAcqulethod）フィールドが［レンタ
ル］または［リース］に設定されている場合に表示されます。また、賃
貸料が資産単位で比例配分された契約（契約の詳細画面の［賃貸料］タ
ブページ／賃貸料サブタブページ／［賃貸料の比例配分］（rpk名：
seoror\tequle）フィールドで指定）に資産が追加された場合に、自動的に
作成されます。

• 税区分
• 場所。［税区分］（rpk名：s\xiuris）フィールドでは、税率の詳細情報
が指定されている税区分テーブルにリンクできます。

• 税金のタイプ
• 経費明細。経費明細の［貸方税額］フィールドと［借方税額］フィール
ドには、貸方と借方の総額にかかる税金が表示されます。特に、資産ご
とまたは契約全体の賃貸料の支払に関連する経費明細には、その賃貸料
にかかる税金が表示されます。これらの経費明細は、資産および契約の
詳細画面の［コスト］タブページに表示されます。

• Assetbenter rerverモニタプログラム。このプログラムは、契約全体または
資産ごとの賃貸料に対応する経費明細を自動的に作成します。作成され
る経費明細は、定期的な賃貸料とそれにかかる税金情報で構成されます。

• 調達サイクル（特に依頼、発注、請求）。調達サイクルで発生する税金
は、［明細］タブページに表示されます。税金の詳細情報は、依頼明細、
発注明細、請求明細のいずれかの詳細画面で指定できます。
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概念と実用例
本節では、税金を管理する上で使う概念について説明します。

税区分
税区分のテーブルにアクセスするには、［ファイナンス／税区分と税率］メ
ニューを選択します。

税区分を使うと、場所、税率のタイプ、および税率を組み合わせることがで
きます。税区分の詳細画面では、次の２つの操作を実行できます。いずれの
操作も、税区分の［税率］タブページで行います。
• 特定の税区分の税率の表示
• 特定の税区分の税率の編集

［この税区分の税率の編集］オプションを選択し、 ボタンをクリックする
と、税率を追加できます。

注意:

税区分は階層構造になっています。

税率のタイプ
税率のタイプでは、「地方税」などの適用する税金の種類を定義します。

［税率のタイプ］のテーブルには、次の方法でアクセスできます。
• ［管理／画面一覧］メニューを選択する。
• 税区分の税率のリストに付いている［税率のタイプ］（rpk名：s\xsype）
を使う。

注意:

税率のタイプの［変数名］（rpk名：rpkm\me）を税金の計算式に使うこと
ができます。変数名には英数字だけを使い、スペースは入れないようにしま
す。先頭の文字は英字でなければなりません。

税率
指定した税区分で適用可能な税率のタイプごとに、指定した日付以降の税率
一覧を定義します。
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指定した場所の税率のタイプに使う税率リストを表示するには、次の手順に
従います。
P ［ポートフォリオ／場所］メニューを選択し、場所のテーブルを表示し
ます。

2 ボタンをクリックし、場所に対応する税区分の詳細画面を表示します。
R 税区分の詳細画面の［税率］タブページで、［この区分で使用可能な税
率の表示］オプションを選択します。

S 税区分の税率のタイプに適用可能なすべての税率の一覧が表示されます。

税金の計算式
税金の計算式のテーブルにアクセスするには、［ファイナンス／計算式］メ
ニューを選択します。

税金の計算式では、以下のようなaArhb計算式を使って税額を計算します。

qetu\l = [税率] I [課税される経費]

税率は固定額、またはaArhb関数Amsaxqate()で計算される値です。この関
数は、税率のタイプ、税区分、特定の日付に応じて税率の値を返します。

Amsaxqate()関数のシンタックスについては、マニュアル『プログラマーズ
リファレンス』を参照してください。

簡単な計算式の例

qetu\l = QPMU I zmorice]

実用例
ここでは依頼明細の税を計算します。依頼明細は、税区分と税金の計算式に
関連付けられます。税金の計算式はAmsaxqate()関数を使用します。
P 税区分を作成します。
P 税区分のテーブルを表示します（［ファイナンス／税区分と税率］メ
ニュー）。

2 新規の税区分を作成します（［新規作成］ボタン）。
R ［名前］フィールド（rpk名：m\me）に値を入力します：実用例 L 税
区分

S レコードを作成します（［作成］ボタン）。
T ［税率］タブを選択します。
U ［この区分の税率の編集］オプションを選択します。
V ［+］をクリックします。
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W 以下のフィールドに値を入力します。
• ［税率のタイプ］（rpk名：s\xsype）：実用例 L タイプ（レコー
ドの仮作成が可能です）

• ［課税日］（rpk名：dApplic\tion）：OP/OP/QOOQ
• ［税率］（rpk名：pq\teu\l）：POD

9 連続追加用のボタンをクリックします。
PO 以下のフィールドに値を入力します。
• ［税率のタイプ］（rpk名：s\xsype）：実用例 L タイプ
• ［課税日］（rpk名：dApplic\tion）：OP/OP/QOOR
• ［税率］（rpk名：pq\teu\l）：QOD

PP ［追加］をクリックします。
P2 ［変更］をクリックします。
PR ［閉じる］をクリックします。

2 税金の計算式を作成します。
P 税金の計算式のテーブルを表示します（［ファイナンス／計算式］メ
ニュー）。

2 新規の税金の計算式を作成します（［新規作成］ボタン）。
R 以下のフィールドに値を入力します。
• ［名前］（rpk名：pq\teu\l）：実用例 L 計算式
• ［テーブル］（rpk名：s\xsype）：依頼明細（amqeqkine）（レ
コードの仮作成が可能です）

• ［計算式］（rpk名：memeormul\）：

qetu\l = \ms\xq\te(A実用例 L タイプA , zls\xiurishd], zdtrervice], zm
tnitbost]) I zmtnitbost]

S ［作成］をクリックします。
T ［閉じる］をクリックします。

R 依頼明細を作成します。
P 依頼のテーブルを表示します（［調達／購入依頼］メニュー）。
2 新規の依頼を作成します（［新規作成］ボタン）。
R ［カスタム依頼を新規作成する］オプションを選択します。
S ［nK］をクリックします。
T ［目的］フィールド（rpk名：qeqourpose）に値を入力します：実用
例 L 依頼

U ［作成］をクリックします。
V ［明細］タブを選択します。
W ［+］をクリックします。
9 ［購入］タブを選択します。

AssetCenter SMR - ファイナンス S9

ファイナンス



PO 以下のフィールドに値を入力します。
• ［日付］（rpk名：dtrervice）：P/V/QOOQ
• ［単価］（rpk名：mtnitbost）：POO
• ［税金の計算］（rpk名：btsess\xeorm）：オプションを選択し
ます。

• 税金：oC L 計算式
• ［税区分］（rpk名：s\xiuris）：実用例 L 税区分

PP ［税率］（rpk名：ps\xq\te）と［税額］（rpk名：ms\xu\lue）
フィールドを確認します。これらのフィールドは、上記で作成／記入
したフィールド、リンクとレコードに応じて自動的に計算されます。

税金の計算式を適用する
• 税金の計算式が場所、つまり税区分によって変わる場合は、次の作業を
行います。
P ［管理／画面一覧］メニューから、または税区分のテーブルから［税
率のタイプ］ウィンドウを表示して、税率のタイプを作成します

2 場所ごとに税区分を指定します。
R 各税区分の税率のタイプに税率を定義します（各税区分の詳細画面の
［税率］タブ）。

• 税金の計算方法を入力します。
• 資産ごとまたは契約全体の賃貸料にかかる税金を支払う場合は、資産
または契約の詳細画面の［支払］タブページで税金の計算方法を入力
します。

• 税金が依頼明細または発注明細に関連する場合は、その明細の詳細画
面の［購入］タブページで税金の計算方法を入力します。

• 税金が請求明細に関連する場合は、請求明細の詳細画面の［価格］タ
ブページで税金の計算方法を入力します。

税金の計算方法は次のいずれかです。
• 固定（値を直接入力する）
• 計算式（計算式を使うことを指定する）
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重要項目:

資産または契約の定期的な賃貸料の支払にかかる税金は、Assetbenter rerver
によって自動的に計算されます。この種の税金は、賃貸料の支払の経費明細
に表示されます。賃貸料の支払の経費明細は、契約全体（資産に配賦も分割
もされない賃貸料の支払）または契約上の資産単位（資産に比例配分される
賃貸料の支払）で作成されます。

注意:

税金の自動計算は、リース契約の一時金には適用されません。

場所に応じて税金を指定する
本節では、場所に関連する税金を指定する方法について説明します

概要
場所によって支払う税金が変わる場合は、まず次の作業が必要です。
P 各場所に対応する税区分を定義する。
2 税区分ごとに税率のタイプと課税日現在の税率を定義する。

税区分のテーブルは階層構造になっており、指定した税区分について定義し
た税率のタイプと税率が下位の税区分のすべてに適用されるため、手動でコ
ピーする必要はありません。

場所の詳細画面の［全般］タブページで、［税区分］（rpk名：s\xiuris）
フィールドを使って場所に税区分（税率）を関連付けることができます。

税区分の税率のタイプを管理する
場所の詳細画面の［税区分］フィールド右の ボタン、または［ファイナン
ス／税区分］メニューを使って税区分のテーブルを表示します。［税率］タ
ブページ上部の［この区分の税率の編集］オプションを選択します。

税区分の税率と税率のタイプを指定する
P リストの隣の ボタンをクリックします。詳細情報を指定できるウィン
ドウが表示されます。
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2 次のいずれかの方法で、［税率のタイプ］（rpk名：s\xsype）フィール
ドに入力します。
• 税率のタイプのテーブルで既存の［税率のタイプ］を選択します。
• または［税率のタイプ］を作成します（［仮作成］または［詳細設
定］のどちらかを選択）。

R ［課税日］（rpk名：dApplic\tion）フィールドと［税率］（rpk名：
pq\teu\l）フィールドに入力します。各フィールドには、税率の値とその
税率の適用開始日を指定します。

S ［追加］をクリックします。

税区分の税率と税率のタイプを削除する
P リスト内で削除するアイテムを選択します。
2 リストの隣の ボタンをクリックします。

税区分の税金を表示する
税率のタイプと税金の値を定義すると、その税区分で適用可能な税金を日付
を指定して表示することができます。表示するには、次の手順に従います。
P ［ファイナンス／税区分と税率］メニューを選択して、税区分のテーブ
ルを表示します。

2 税金を表示する税区分を選択します。
R 税区分の詳細画面の［税率］タブページで、［この区分で使用可能なの
税率の表示］オプション（タブページ上部）を選択します。

S 場所フィールドに対して有効な税金を調べる日付を［課税日］（rpk名：
dApplic\tion）フィールドに入力します。

T 指定した日付現在で有効な税金が表示されます。これらは税区分固有の
税金であり、親場所から継承された税金です。

賃貸料の税金の計算方法を指定する
本節では、賃貸料の支払にかかる税金の計算方法を指定する方法について説
明します。

税金の計算方法は、［計算式］（rpk名：s\xeormul\）、［税区分］（rpk
名：s\xiuris）、［税額］（rpk名：ms\xu\lue）、［税率］（rpk名：
ps\xq\te）の各フィールドで定義します。これらのフィールドは、次のタブ
ページで表示されます。

契約全体の賃貸料（［賃貸料］タブページ／［賃貸料］サブタブページ）
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資産単位の賃貸料（［取得］タブページ／［賃貸料］サブタブページ）

［税金の計算］（rpk名：btsess\xeorm）オプションに応じて、次のように
税金の計算方法を指定できます。
• このオプションのチェックボックスをオフにすると、税金は固定されま
す。

• このオプションのチェックボックスをオンにすると、税金は計算式を使っ
て計算されます。

固定税金
資産単位または契約全体の賃貸料にかかる税金を固定するには、次の手順に
従います。
P ［税金の計算］（rpk名：btsess\xeorm）チェックボックスをオフにし、
税金を固定することを指定します。

2 ［税額］（rpk名：ms\xu\lue）フィールドに税額を、または［税率］
（rpk名：ps\xq\te）フィールドに税率を入力します。

例えば以下の様に固定の税金を入力します。

［賃貸料］サブタブページで税金を固定すると、毎回支払う賃貸料にかかる
税金がすべて固定されます。

後で賃貸料が資産に配賦された場合は、資産単位の賃貸料にも同じ税金規則
が適用されます。

税金の計算式
Assetbenterでは、計算式を使って税金を計算できます。

税金の計算式の詳細画面にアクセスするには、次の手順に従います。
P ［税金の計算］（rpk名：btsess\xeorm）チェックボックスをオンにし、
計算式を使って税金を計算することを指定します。

2 ［計算式］フィールドの右の アイコンをクリックするか、または を
クリックして事前に定義された計算式を選択します。

R 税金の計算式のテーブル内の既存の計算式を使う場合は、［選択］をク
リックしてから をクリックします。新しい計算式を作成する場合は［新
規作成］をクリックします。

税金の計算式には、次の情報が含まれています。
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• ［名前］（rpk名：m\me）。税金の計算式のテーブル内で使われる固有
の名前です。

• ［カテゴリ］（rpk名：b\tegory）。不特定のリストデータから選択しま
す。カテゴリは計算式の内容の説明です。このフィールドは、情報の参
照用で、データの自動処理に使われることはありません。リストデータ
が「オープン」で、ユーザが適切な権限を持っている場合は、このフィー
ルドに新しい値を入力できます。

• ［テーブル］（rpk名Ys\blem\me）。リンクするテーブルです。
• ［計算式］（rpk名：memeormul\）。計算式のシンタックスを指定しま
す。 をクリックすると、計算式のaArhbスクリプトを効率的に入力でき
るスクリプトビルダが表示されます。

税金の計算式にリンクしているテーブルのフィールドを、計算式に組み込む
ことができます。

［賃貸料］サブタブページのテーブルにリンクされている税金の計算式を選
択できるかどうかは、次のように、賃貸料が資産単位で分割されているかど
うか、さらにその分割の方法によって決まります。
• 次の計算式は、資産の賃貸料のテーブルにリンクできます。
• 契約に関連しない資産の賃貸料にかかる税金の計算式
• 契約上の資産のすべてまたは一部に比例配分され、分割または配賦さ
れた契約賃貸料にかかる税金の計算式

• 次の計算式は、契約の賃貸料のテーブルにリンクできます。
• 資産に配賦されていない契約の賃貸料にかかる税金の計算式

税金の分割方法
• 税金の計算式に資産の賃貸料のテーブルの変数を使う場合は、税金は賃
貸料の経費明細が作成されるときに資産ごとに直接計算されます。

• 税金の計算式に資産の賃貸料のテーブルの変数を使わない場合は、税金
は契約単位で計算されます。
• 賃貸料が資産に配賦されていない場合は、税金は契約の経費明細に統
合されます

• 賃貸料が資産に配賦されている場合は、税金は賃貸料の計算と同じ規
則に従って各資産の経費明細に分割されます。

税金の計算式のシンタックス
税金の計算式には複雑なシンタックスを指定でき、次の情報を組み込むこと
ができます。
• 計算式がリンクするテーブルのフィールド
• 課税対象となる賃貸料の支払の税区分に適用可能な税率のタイプ。これ
らは変数名で指定します。
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注意:

Assetbenterのスクリプトビルダは、ユーザが税金の計算式を記述する場合に
役立ちます。スクリプトビルダを表示するには、計算式の入力フィールドの
右側にある をクリックします。

計算式を使って計算した税金を賃貸料に関連付ける
次に、計算式を使って計算した税金を賃貸料に関連付ける手順を示します。

手順P：場所のテーブルで指定
契約上の資産のすべて（または一部）に分割された資産賃貸料または契約全
体の賃貸料に対して税金を支払う必要があり、その税金が資産の設置場所に
よって変わる場合は、次の手順を実行します。
P ［ポートフォリオ／場所］メニューを選択して、場所のテーブルを表示
します。

2 資産の設置場所を選択します。
R 設置場所の税区分を選択します。
S この税区分に適用可能な税率のタイプ、および対応する税率と適用日を
指定します。

手順２： 契約賃貸料または資産賃貸料の［計算式］
（rQL名：saxeormula）フィールで指定

P ［税金の計算］（rpk名：btsess\xeorm）チェックボックスをオンにし
て、賃貸料にかかる税金を計算式で計算することを指定します。

2 税金の計算式が既に存在する場合は、［計算式］フィールドの右の ボ
タンをクリックして計算式を選択します。

R 計算式がない場合は、次の手順で［計算式］フィールドから直接式を作
成します。
P ［計算式］フィールドに計算式の名前を入力し、別のフィールドに
カーソルを移動します

2 表示されるダイアログボックスで［詳細設定］を選択すると、税金の
計算式の詳細画面が表示されます。

R 必要に応じて、計算式の［カテゴリ］を入力します
S 計算式のシンタックスを入力します。

S ［変更］をクリックし、変更を確定します。
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税区分に無関係な計算式の例
「税率のタイプ」を使わない計算式の例を次に示します。

この例では、税区分に無関係な税金の計算式が［計算式］（rpk名：
memeormul\）フィールドに直接入 力されています。この式によると、税金
は賃貸料のTDです。

税区分を指定する計算式の例
契約賃貸料をすべての資産に配分した場合に、各賃貸料にかかる税金を税区
分を指定して計算する計算式の例を次に示します。

この例では、税金は契約賃貸料のある一定の割合と同じになります。この割
合は、「地方」と「国」税率のタイプの値の合計です。

上の計算式の場合は、指定した期間の契約賃貸料に関連する税金を計算する
過程が含まれています。
P Assetbenter rerverは、税率のタイプ（計算式に組み込まれる変数）が税区
分に適用可能かどうかを調べます。

2 計算式に使用されている税率のタイプが既存の税区分にない場合は、対
応する税率をOとして計算します。

R 税率のタイプが既存の税区分にある場合は、Assetbenter rerverは賃貸料の
適用日現在の税率を調べ、これを計算式に使います。適用日現在の税率
が定義されていない場合は、Oとします。
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S 最後に、Assetbenter rerverは税金の総額を計算し、賃貸料の経費明細に統
合します。

賃貸期間中の税率の変化を管理する
税金の計算に使う税率のタイプの税率は、賃貸期間中（各計算期間内）に変
わる可能性があります。

Assetbenter rerverは、賃貸料の支払日に有効な税率を適用します。多くの場
合はこれで十分です。

税率の変化を計算に反映させたい場合は、次のように複数の連続的な賃貸料
を定義することをお奨めします。
P ［賃貸料］サブタブページを表示します（契約の詳細画面の［賃貸料］
タブページまたは資産の詳細画面の［取得］タブページで選択）。

2 賃貸料の支払の期限を、賃貸の期間内で税率が変わる直前の日付に変更
します。

R ［賃貸料］サブタブページを複製し、次の賃貸料を新しく作成します。
P 移行期間の賃貸料。この賃貸料に対しては、税金の計算式を使わずに
直接値を入力して税金を固定します。

2 税率変更後の期間の賃貸料。

調達サイクルで税金を使う
本節では、資産の調達サイクルで税金を使う方法について説明します。

はじめに
資産の調達に関連する税額は、調達の各過程（購入依頼、見積、発注、請求
書）で、依頼、見積、発注、または請求書の詳細画面にある［明細］タブ
ページの下側に表示されます。

注意:

［明細］タブページに表示される総額は、情報の提供のみを目的としてお
り、ユーザが直接編集することはできません。ただし、依頼、発注、請求書
のいずれかの明細の詳細画面でその明細に対応する税金を定義できます。
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自動処理
Assetbenterでは、調達サイクルの各過程に税額が継承されます。例えば、購
入依頼で税金を定義すれば、発注と請求書を作成するときに、自動的に同じ
金額が入力されます。

調達サイクルで指定した税金を、前の過程に反映させることはできません。
例えば、発注を作成するときに税金を定義しても、元の購入依頼の税金は変
更されません。

注意:

調達サイクルの自動処理で各過程の値が食い違うことがないようにするため
にも、税金は調達サイクルのできるだけ早い過程（購入依頼）で規則的に定
義することをお奨めします。

税金を入力する

税金を入力する
調達サイクルの各過程で税金を入力するには、次のタブページを使います。
• 依頼明細の詳細画面の［購入］タブページ
• 発注明細の詳細画面の［購入］タブページ
• 請求明細の詳細画面の［価格］タブページ

各詳細画面の右下の領域で税金を指定します。税金を固定する場合は、［税
金の計算］（rpk名：btsess\xeorm）チェックボックスをオフにし、税額ま
たは税率を直接入力します。計算式を使って税金を計算する場合は、［税金
の計算］（rpk名：btsess\xeorm）チェックボックスをオンにして税金の計
算式を選択します。

税金の自動処理
依頼、発注、請求のいずれかの明細の詳細画面の［購入］タブページでは、
次のフィールドが互いにリンクしており、指定した値に応じてデータが自動
的に処理されます。

TW AssetCenter SMR - ファイナンス

AssetCenter



表 S.P. 税金の自動処理

自動処理に使われるフィー
ルド

自動的に変更されるフィー
ルド

変更するフィールド

［税金］（rpk名：
saxeormula）

［税額］（rpk名：
msaxualue）

［単価］（rpk名：
mtnitCost）

［単価］（rpk名：
mtnitCost）

［税額］（rpk名：
msaxualue）

［税金］（rpk名：
saxeormula）

［単価］（rpk名：
mtnitCost）

［税額］（rpk名：
msaxualue）

［税率］（rpk名：
psaxqate）

［総額］（rpk名：mbost）フィールドの値は、次の計算式によって計算さ
れます。

合計=(単価 J 税額)I(PL割引率)
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所有資産の総所有コスト（sot\l bost of n•nership = sbn）は、所有するハー
ドウェアおよびソフトウェアから発生する直接および間接的なすべての経費
を特定するときに必要になります。

これらの費用には、取得、研修、テクニカルサポート、およびアップグレー
ドにかかった経費も含まれます。所有資産の総所有コストを割り出すこと
で、以上に増減した経費を特定することができます。

所有資産の総所有コストの管理は、企業の利損益に大きな影響を与えます。
専門家の分析結果では、所有資産の総所有コストを徹底的に管理すること
で、Q年間でRO～SODの減額が可能なこと、また逆にこの戦略を誤るとTOD増
額する危険性もあることが報告されています。

sCn（総所有コスト）に含まれる原価
所有資産の総所有コストには、次の複数のコストカテゴリの総額です。
• ハードウェアおよびソフトウェアの原価（取得原価）
• 管理費（外部費用および内部費用）
• エンドユーザ原価

�sCn（総所有コスト）T
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ハードウェアおよびソフトウェアの原価
これらの原価には、デスクトップおよびラップトップコンピュータ、サー
バ、周辺機器、およびネットワークシステムなどの経費が含まれます。

また、取得およびリースの原価も含まれます。

一般的に、ハードウェアおよびソフトウェアの原価は、資産、リース契約、
および購入金額によって計算されます。残存価額もその中に含まれます。

このコストカテゴリは、さらに次の従属カテゴリに分類されます。
• 取得原価：ハードウェアの購入またはアップグレードにかかった年間経
費。 取得原価は、ある特定の期間で減価償却されます。これは資産のカ
テゴリによっても異なりますが、デスクトップコンピュータの場合は一
般的に定額法によりR年間で減価償却されます。

• ソフトウェアの原価： ソフトウェアの購入またはアップグレードにかかっ
た年間経費。一般的にこの原価は減価償却されません。スイートパッケー
ジまたは統合パッケージの一部のソフトウェアを使用する「relect」タイ
プの使用許諾契約の場合は、契約期間で減価償却します。例えば、R年間
でUOOOO円の「relect」タイプ契約のソフトウェアの場合は、年間QOOOO円
減価償却されることになります。

• 賃貸費：ハードウェアおよびソフトウェアの年間リース料金

管理費
管理費には、ハードウェアおよびソフトウェアのインストール、管理、サ
ポート、および保守にかかる経費が含まれます。この経費には、外部の業者
に支払った修理費などの外部費用、および社内の技術者がコンピュータにイ
ンストールしたときにかかる内部費用のQ種類あります。外部費用には必ず
支払先からの請求書が伴うため、簡単に評価できます。内部費用の場合は、
各従業員の職種に応じた時給で見積ることができます。例えば、P人のエン
ジニアに対し、内部費用として時給QOOO円が支払われると見なすことができ
ます。このカテゴリの原価には、すべての社外および社内のすべての管理費
が含まれます。

エンドユーザ原価
この原価は、資産の使用に関連する間接的な費用です。このカテゴリは、次
のように大別されます。
• 通常のテクニカルサポート担当者を使わずに、エンドユーザ自信または
その他のユーザがサポート業務を実行した場合に発生する経費。

• 自主トレーニング費：マニュアルを読んだり、ハードウェアやソフトウェ
アをテストするなど、エンドユーザが自分で学習した時間にかかる経費。
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注意:

慣習的に、これらの経費には書類が伴わないため、調査が必要です。例え
ば、これらの経費を、書類の伴う経費（取得、リース、またはメンテナンス
費など）の一部として計上することは難しいことです。ハードウェア、ソフ
トウェア、および管理費の約QVDをユーザ原価として計上する例もあります。

AssetCenterでsCn（総所有コスト）を管理する

取得原価と外部管理費
Assetbenter の経費明細を使って、ハードウェアとソフトウェアの原価、およ
び外部の業者による管理費の履歴を保存することができます。このカテゴリ
の原価は、それぞれ異なる分野の機能で処理されます。
• 取得原価は、資産を受領したとき、または資産を作成したときに発生し
ます。

• 減価償却費は、資産の詳細画面の［固定資産］タブページに表示されま
す。

注意:

減価償却費は、所有資産の総所有コストを計算する前に、デフォルトでR
年定額法を使って計算されます。

• ソフトウェア原価は、ソフトウェア資産を取得したときにライセンス管
理機能によって見積られます。

• 賃貸費は、契約管理機能によって作成されます。

内部管理費
内部管理費は、経費明細が関連付けられている作業指示の詳細画面に表示さ
れます。これらの作業指示に関連して、社内の技術者が作業した時間が経費
として発生します。

また、Assetbenterは、標準のAssetbenterデータキットに付属している特殊
フィールド（rpk名：cf_Averagexearlysco）を使って、所有資産P件の総所有
コストの年間の平均値を計算します。
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注意:

所有資産の総所有コストの年間平均値を算出する計算式は複雑です。
Assetbenter のパフォーマンスを損なわないようにするためにも、この特殊
フィールドを必要な資産だけのリストを表示した後に表示するか、まとめて
作成したレポートで表示することをお奨めします。

AssetCenterで原価を計算する
Assetbenterは、単純な内部管理費を計算します。次の分野の管理費を計算し
ます。
• 製品（［amoroduct］テーブル）
• 部署と従業員（［amdmplcept］テーブル）
• 作業指示（［amvorknrder］テーブル）
• 経費明細（［amdxpensekine］テーブル）

専門分野データには、sbn専用の任意管理項目と特殊フィールドが付属して
います。
• fv_vorktnit：部署と従業員のテーブルに使用できる任意管理項目。各従
業員にPつの業務単価を割り当てることができます。

• fv_tnitcuration：製品のテーブルに使用できる任意管理項目。製品のカテ
ゴリが業務単価のときに必須フィールドになります。従業員の労務費の
詳細情報を入力するときに使います。

• fv_nverheadeactor：製品のテーブルに使用できる任意管理項目。内部処理
にかかった費用を計算するときに使います。

• fv_sescoourpose：経費明細のテーブルに使用できる任意管理項目。この
任意管理項目の値は自動的に更新されます。この任意管理項目を使うと、
内部ヘルプデスクチケットによって発生した経費明細か（フィールド値
はTP）、または内部作業指示によって発生した経費明細か（フィールド
値はTQ）を区別できます。この任意管理項目を使用できるのは、経費明
細を発生した処理の目的（rpk名：seourpose）フィールドの値が「U」
（ユーザ定義の値）の場合のみです。

• cf_AveragexearlysCn：製品および資産のテーブルに使用できる特殊フィー
ルド。このフィールドには、所有資産P件の年間平均総所有コストが入力
されます。

注意:

これらの任意管理項目および特殊フィールドのスクリプトを変更しないでく
ださい。変更すると、Assetbenterの所有資産の総所有コスト機能が正常に動
作しなくなる場合があります。
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sCnの評価

業務単価の定義
業務単価を使って、従業員カテゴリの労務費を定義します。次の式のよう
に、P人の従業員がP件の業務にかけた時間を業務単価に掛けます。このよう
に、業務単価を設定すると、簡単に内部費用を見積ることができます。

Pつの業務にかかる平均内部費用 = 業務単価の原価 I 作業に費やした時間

業務単価の原価は、従業員のカテゴリによって異なります。例えば、テクニ
カルサポートエンジニアの作業時間は、ヘルプデスク技術者に比べ、次のよ
うな理由で長くなります。
• 給料
• 福利厚生
• 配賦不可能な作業
• 研修
• 欠勤
• その他

この点を考慮して、所有資産の総所有コスト機能では、業務単価原価（通常
はP件の担当業務の給料に相当）から直接計算するだけでなく、乗数を使っ
て総所有コストを計算することができます。その場合、前述の式は次のよう
になります。

Pつの業務にかかる平均内部費用 =業務単価の原価 I 作業に費やした時間 I 
乗数

算出した業務の原価は、関連する資産の総所有コストに加える必要がありま
す。

作業指示を使った内部管理費の詳細情報
内部管理費の詳細情報は、内部メンテナンスタイプの作業指示を使って入力
することもできます。必ず技術者（［技術者］フィールド、rpk名：
sechnici\n）の業務単価を定義しておいてください。定義しないと経費明細
が作成されません。作業指示に関連する作業および発生した経費は、すべて
作業指示の詳細画面の［コスト］タブページに表示されます。
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注意:

作業指示から発生した内部管理費の経費明細をすべて見る場合は、
［fv_sescoourpose］任意管理項目をフィルタとして使います。この任意管理
項目を使うと、値がTQ（作業指示から発生したことを示す）の経費明細のみ
が検索されます。

図 T.P. 作業指示に関連して発生した内部管理費 L 詳細情報

注意:

P件の作業指示全体につきPつの経費明細が作成されます。

資産のsCn
資産の年間のsbnは、［cf_Averagexearlysco］特殊フィールドによって見積
られます。
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計算式
資産の総所有コストを見積る計算式は、資産の割当状況（［使用中］、［在
庫中］、［除却済資産］）によって異なります。次のQつの場合が考えられ
ます。
• 資産が［使用中］または［在庫中］の場合は、計算式は次のようになり
ます（期間は年まで指定します）。

資産の年間平均総所有コスト価 = ェ 資産の取得に関連する経費明細 I 資
産の予測寿命 J ェ 資産のその他の経費明細 I （現在の日付 L 導入日）

資産の予測寿命は、次のようにして求めます

除却予定日 L 導入日

注意:

［除却予定］フィールドに値を入力しておく必要があります。

• 資産が［除却済資産］の場合は、計算式は次のようになります。

資産の年間平均総所有コスト = ェ 資産の除却前に発生した前経費

資産の実質的な有効期間（除却前の期間）は、次のようにして求めます。

除却日 L 導入日

資産の年間平均総所有コストを表示する
計算をなるべく簡単にするためにも、フィルタを使って計算の対象になる資
産だけを表示してから、［リストの設定］コマンドで、デモ用データベース
の［cf_Averagexearlysco］特殊フィールドを表示することをお奨めします。
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概要
一般的に企業では、サービスや資産に伴う出費を、サービスや資産を依頼し
た部署の予算に再び配賦することを「経費付替え」と呼びます。Assetbenter
では、この企業内部の経費付替えの機能が提供されており、社内の経費を新
しいコストセンタに配賦します。コストセンタは、経費明細を発生する特定
の業務や計画などごとに組織されます。経費付替え機能では、あるコストセ
ンタから発生する経費の全体または一部を、別のコストセンタに再請求する
ことができます。この経費付替えシステムを使用すると、同一企業内で「顧
客」と「納入業者」の関係を保つ部署間で、お互いに経費を請求し合うこと
ができるようになります。

特徴
ある会社が、社内の諸部署の経費をエンドユーザに配賦して請求するとしま
す。この場合この会社は、例えば情報システム部の経費を計上し、エンド
ユーザにその経費を再請求するシステムを確立します。このように、Aコス
トサンタが経費の全体または一部をaコストセンタに再請求する際、aセンタ
は、経費総額を「Aからの経費付替え」として受け取ることになります。

�経費付替え6
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経費付替えシステムの導入
経費付替えシステムが有効に設定されると、Assetbenterは自動的に処理を実
行します。

経費付替えシステムを使用するには、［ファイナンス／経費付替え］メニュー
を選択します。

メインリストの各行はPつの経費付替えシステムを指しており、各行には標
準のフィールドが表示されます。ポップアップメニュー［リストの設定］を
使うと、リストに表示されるフィールドを選択できます。

経費付替えシステムを作成する際には、［タイトル］フィールド（rpk名：
m\me）を使って、システムに名前を付けます。システムは、Pつまたは複数
の経費付替え規則に従って経費付替えを実行します。この規則は、［全般］
タブの［開始］（dtrt\rtc\te）フィールドと［終了］（dtdndct\te）フィール
ドで設定した有効期間内に適用されます。［規則優先度の使用］オプション
をチェックすると、システムの各規則に対して指定した優先度が適用されま
す。［経費明細を作成］オプションをチェックすると、経費付替え明細の代
わりに経費明細が作成されます。このオプションをチェックすると、経費付
替え明細の承認だけを行う専用Aohによる請求書の発行ができなくなります。

［全般］タブ内のリストには経費付替え規則が含まれます。Pつまたは複数
の規則全体が経費付替えシステムを構成します。

重要項目:

同一期間用に複数の経費付替えシステムが存在する場合、Pつの経費明細を
一回以上経費付替え処理することができます。複数の経費付替えシステム間
に矛盾がないか確認してください。

経費付替え規則を定義する
経費付替えシステムに経費付替え規則を追加するには、［全般］タブの［経
費付替え規則］のリストで右クリックすると表示されるポップアップメニュー
から［リンクの追加］を選択します。または、 をクリックします。

規則は、Pつまたは複数の経費付替え明細の作成に必要な条件とパラメータ
を指定します。

まず規則の詳細画面の上部にある［タイトル］（rpk名：m\me）フィールド
を使って、規則に名前を付けます。［経費付替えシステム］（rpk名：
bbkrystem）フィールドには、規則の所属先の経費付替えシステムの名前が
表示されます。［規則適用］チェックボックスをオンにすると、システムの
規則が適用されます。
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同一システムに複数の規則がある場合、［優先度］（rpk名：soriority）フィー
ルドでは、この規則が適用される優先度の順番を指定できます。［手動承
認］チェックボックスをオンにすると、現在の規則により実行される経費付
替えを、画面で直接手動で確定できます。

［全般］タブの［開始］（rpk名：dtqentrt\rtc\te）と［終了］（rpk名：
dtqentdndc\te）フィールドでは、規則の有効期間を指定できます。この有効
期間は、経費付替えシステムの有効期間内に含まれていなければならないた
め、規則のデフォルトの有効期間はシステムの有効期間と同一です。

経費付替え規則には、以下のRつのコンポーネントがリンクされています。
• 規則の適用の条件となるイベント
• 経費付替えされる金額の計算
• 配賦方法

［全般］タブには、規則作成のTつの段階用にTつの枠が表示されます。

イベントを指定する
P 使用するアクションのタイプに対応するオプションを選択します。

• ［挿入］を選択すると、イベントに関連するテーブル内にレコードが
挿入された時に規則が適用されます。

• ［削除］を選択すると、イベントに関連するテーブルからレコードが
削除された時に規則が適用されます。

• ［更新］を選択すると、イベントに関連するテーブル内のPフィール
ドの値が変更する時に、規則が適用されます。

2 イベントが関連するコンテキスト用テーブルを選択します。

R フィルタを作成（ ）または選択（ ）し、選択されたテーブルの一部の
みにイベントが関連するようにします。
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通常の方法で新規フィルタを作成します。フィルタ条件に一致するレコー
ド集合が、フィルタにより生成されます。

S 選択されたテーブルのオブジェクトのツリー構造のリストから、Pフィー
ルドを選択します。

［フィールド］は、フィールドの更新イベントを選択した場合、つまり
［更新］チェックボックスを選択した場合にのみ表示されます。

金額を計算する
P ［基準金額］（rpk名：seAmountqule）のドロップダウンリストから基
準金額の計算方法を選択します。
• ［経費明細］を選択すると、経費明細のリストに挿入された経費明細
の借方または貸方を請求し、経費付替え処理します。

注意:

この計算方法は、［経費明細］（rpk名：\mdxpensekine）テーブルに
関連するイベントとして［挿入］を選択した場合にのみ選択可能で
す。

P ［税金を含める］を選択すると、挿入される各経費明細用に定義
された税金を、金額に含めることができます。

2 P以外の数の［係数］（rpk名：dl\rkupboef）を入力すると、経
費付替えされる金額（経費明細の借方または貸方、税込みまたは
税抜きの金額）にこの係数が掛けられます。

R 経費付替え金額に追加される［固定マージン］rpk名：
meixedl\rkup）を入力します。

• ［フィールド］を選択すると、イベントに関連するテーブルのPフィー
ルドの金額値が経費付替えされます。
P ［選択フィールド］（rpk名：Amounteield）に、選択されたテー
ブルのオブジェクトのリストがツリー構造で表示されます。ここ
から金額タイプのフィールドを選択します。

2 P以外の数の［係数］（rpk名：dl\rkupboef）を入力すると、経
費付替えされる金額にこの係数が掛けられます。

R 経費付替え金額に追加される［固定マージン］（rpk名：
meixedl\rkup）を入力します。
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• ［定額］を選択すると、この規則内では固定額が経費付替えされま
す。
P キーボードまたはマウスで［定額］（rpk名：meixedAmount）
フィールドに金額を入力します。

• ［スクリプト］を選択すると、a\sicスクリプトが基準金額を計算しま
す。
P をクリックして既定のスクリプト（金額）（rpk名：
Amountrcript）を選択します。または をクリックしてスクリプ
トを作成し、［新規作成］をクリックします。

a\sicスクリプトは数式の計算結果に基づいて金額を作成します。
数式で使われるデータベースの値は、規則が適用されるたびに評
価されます。

コストカテゴリを入力する
コストカテゴリを指定するには、Rつの計算方法があります。［計算規則］
フィールド（sebostb\tqule）には、以下のオプションがあります。
• ［リストから選択］：この計算方法を使用する場合は、［名前（コスト
カテゴリ）］フィールドのドロップダウンリストからコストカテゴリを
選択します。

この規則で生成される経費付替え明細を、様々な基準に従って分類する
ために（請求書などで）、このリストデータに内容を追加することもで
きます。

• ［データベースで選択］：この計算方法を使用する場合は、［コストカ
テゴリ］フィールドへのパスを指定します。

• ［計算］：この計算方法を使用する場合は、コストカテゴリを指定する
スクリプトを［スクリプト（コストカテゴリ）］フィールド内に入力し
ます。

配賦先コストセンタを指定する
配賦先コストセンタを指定するには、Sつの計算方法があります。
• コストセンタのリストから特定の配賦先コストセンタを選択し、金額を
経費付替えする場合
P ［計算規則］（rpk名：seAlloc\tionqule）フィールドで［リストから
選択］を選択します。

2 ［名前（コストセンタ）］（rpk名：s\rgetbostbenterhd）フィールド
のドロップダウンリストから、コストセンタを選択します。

• Pつの配賦先コストセンタに金額を経費付替えする場合
P ［計算規則］（rpk名：seAlloc\tionqule）フィールドで［コストセン
タ］を選択します。
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2 ［配賦先コストセンタ］（rpk名：s\rgetbostbenter）フィールドで、
コストセンタフィールドへのパスを指定します。

注意:

必要なコストセンタを見つけるには、テーブルのリンク内を検索するた
め、テーブル間のツリー構造を把握している必要があります。コストセ
ンタはツリー構造内の複数のノード下にあるため、ノードを見分けた上
で、コストセンタを選択しなければなりません。

• 複数のコストセンタに経費付替え金額を分割する場合。規則はイベント
ごとに複数の経費明細を作成します。
P ［計算規則］（seAlloc\tionqule）フィールドで［分割処理］を選択し
ます。

2 をクリックして既定の［分割処理規則］（rpk名：rplitqule）を選
択します。または をクリックして規則を作成し、［新規作成］をク
リックします。

• 配賦先コストセンタをスクリプトで定義する場合
P ［計算規則］（rpk名：seAlloc\tionqule）フィールドで［スクリプト］
を選択します。

2 をクリックして既定のスクリプト（rpk名：Alloc\tionrcript）を選択
します。または をクリックしてスクリプトを作成し、［新規作成］
をクリックします。

スクリプトは配賦率と配賦先コストセンタを指定します。

経費付替えシステムのイベントを解決する
ユーザがトリガした規則が完全に適用されない場合、新規のイベントが作成
されるとユーザに通知されます。イベントは、システムの詳細画面の［イベ
ント］タブにあるテーブルに自動的に追加されます。このイベントのリスト
を見ることができるのは管理者のみです。
P 管理者は、停止された規則から発生したイベントと、手動で確定しなけ
ればならない経費付替え明細を作成するイベントを、識別する必要があ
ります。

2 前者のイベントを解決するには、［ソース］をクリックし、表示される
ウィンドウ内の値を変更してから［再適用］をクリックします。

R ウィザードを使用すると、後者のイベントの経費付替え明細を確定でき
ます。イベントは自動的に解決済であると表示されます。
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実用例
この実用例では、経費付替えの典型的な操作を段階を追って説明します。

シナリオの背景：ある企業の情報システム部がコンピュータのインストール
用コストを、マーケティングコストセンタ、販売コストセンタ、製造コスト
センタのRつに経費付替えして請求するとします。これには、ポートフォリ
オに含まれるデスクトップコンピュータに適用される経費付替えシステム
を、Assetbenterで定義しなければなりません。これらのコンピュータのコス
トセンタ「情報システム部」は、マーケティング、販売、製造になります。

図 6.P. 経費付替えの背景

P ［ファイナンス／コストセンタ］メニューを選択します。
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2 ［新規作成］をクリックします。

R ［作成］（連続）をクリックして、情報システム部コストセンタと、そ
の従属コストセンタであるRつのコストセンタを作成し、「マーケティン
グ」、「販売」、「製造」と名前を付けます。

S ［作成］をクリックしてから［閉じる］をクリックします。

これでSつのコストセンタが設定されました。
T ［ポートフォリオ／ポートフォリオ品目］メニューを選択し、インストー
ルするコンピュータを選択します。

U ［全般］タブ内で、コンピュータを「情報システム部」コストセンタに
割り当てます。

変更を確定してから画面を閉じます。
V ［ファイナンス／経費付替え］メニューを選択します。
W ［新規作成］をクリックします。
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9 ［作成］をクリックします。
PO をクリックし、「コンピュータのインストール」規則を定義します。

以下の手順に従って、経費付替え規則用のフィルタを作成します。
P ［フィルタ］フィールドの をクリックします。
2 「割当 L 情報システム部」という名のフィルタ（rpk名：puery）を作
成します。

このクエリは、ポートフォリオ品目から、コストセンタ「情報システ
ム部」に割り当てられているデスクトップコンピュータを検索しま
す。これらのコンピュータは、マーケティング、販売、製造の配賦先
コストセンタへ経費付替えされます。

このフィルタでは以下のQつの条件を指定します。
• リンク［コストセンタ］（rpk名：bostbenter）には、「情報シス
テム部」を選択します。
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• ［親モデル］（rpk名：lodelMo\rent）リンクには、「デスクトッ
プ」を入力します。

PP ［ファイル／データベースに接続］メニューを選択して、新規データベー
スに接続します。

P2 ［ポートフォリオ／ポートフォリオ品目］メニューを選択し、「情報シ
ステム部」コストセンタに割り当てられているデスクトップを選択しま
す。インストールが経費付け替えされるように、デスクトップをマーケ
ティング、販売、製造コストセンタへ割り当てます。

PR ［変更］をクリックしてコストセンタを変更すると、Qつの新規経費明細
が作成されます。Pつは貸方のコストセンタ（情報システム部コストセン
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タ）用で、もうPつは借方のコストセンタ（マーケティングコストセン
タ）用です。
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経費

会計年度
予算に関連する時間区分。

会計年度を、複数期間の集まり単位で区切ることができます。期間の集まり
は期間区分に相当します。

例
QOOR年会計年度

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
会計年度（rpk名：\mein\nci\lxe\r）

�用語解説（ファイナンス）7
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期間区分
期間区分は、会計年度を複数の期間の集まり単位で分割する方法です。

同じ会計年度用に、複数の期間区分が存在することもあります（上半期／下
半期、四半期ごと、など）。

期間区分は予算分類と共に、予算の範囲を限定するために使用されます。

予算を期間区分に関連付けることにより、予算を間接的に会計年度に関連付
けることになります。

例
• QOOR年会計年度 L Uヵ月ごとの期間区分
• QOOR年会計年度 L Rヶ月ごとの期間区分

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
期間区分（rpk名：\mexcivision）

期間
期間区分の一部を成すP時間区分

期間区分の、ある期間の後に別の期間が開始するようになっており、期間が
重複することはありません。

期間区分の複数の期間全体をまとめると、P会計年度になります。

例
QOOR年第P四半期

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
期間（rpk名：\moeriod）

予算分類
予算分類／予算カテゴリ／コストカテゴリの階層構造の中で最も大きな分類
単位

予算分類は予算カテゴリに区分されます。
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予算分類は期間区分と共に、予算の範囲を限定するために使用されます。

例
「出張」予算分類は、以下の予算カテゴリに区分されます。
• 国内出張
• 海外出張

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
予算分類（rpk名：\maudgbl\ss）

予算カテゴリ
予算分類／予算カテゴリ／コストカテゴリの階層構造内で使用される中間の
分類単位

予算カテゴリはコストカテゴリに区分されます。

予算カテゴリは、コストカテゴリよりも大きな単位で経費内容を分類しま
す。

例
「国内出張」予算カテゴリは、以下のコストカテゴリに区分されます。
• 札幌出張
• 大阪出張

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
予算カテゴリ（rpk名：\maudgetb\tegory）

コストカテゴリ
予算分類／予算カテゴリ／コストカテゴリの階層構造の内の最小の分類単位

コストカテゴリは予算カテゴリにまとめられています。

コストカテゴリは、経費を分類するために使用されます。

経費明細をコストカテゴリに関連付けることができます。これにより、経費
の内容を管理できるようになります。
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例
以下のコストカテゴリは、予算カテゴリ「国内出張」内にまとめられていま
す。
• 札幌出張
• 大阪出張

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
コストカテゴリ（rpk名：\mbostb\tegory）

予算
予算では収入と支出を以下の要素の組み合わせで区分して管理します。
• 期間区分（例えばP財政年度に当たります。）

これにより予算の会計年度を定義できます。
• 予算分類

予算は予算センタ内で作成されます。

例
• QOOP年出張
• QOOQ年機材購入

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
予算（rpk名：\maudget）

コストセンタ
コストセンタは、企業の各部署の経費全体をまとめ、管理するために使用さ
れます。

予算を管理する場合、コストセンタは予算センタの一部を構成する必要があ
ります。

例
• 情報システム部
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• 東京本社営業

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
コストセンタ（rpk名：\mbostbenter）

予算センタ
予算センタは予算とコストセンタから構成されます。

予算センタの範囲は、ある期間の特定の内容の経費によっては限定されませ
ん。特定の期間の特定の内容の経費に関連付けられるのは予算です。

予算センタは、全コストセンタの経費を計画し管理します。

例
研究開発予算サンタには以下のXつの予算があります。

QOOP年研修QOOP年機材購入QOOP年出張
QOOQ年研修QOOQ年機材購入QOOQ年出張
QOOR年研修QOOR年機材購入QOOR年出張

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
予算センタ（rpk名：\maudgbenter）

経費明細
経費の完全な詳細（貸方、借方、日付、税金など）

例
以下の要素をもとに経費明細が作成されます。
• 購入
• 作業指示
• 経費付替え
• 研修
• 賃貸料
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このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
経費明細（rpk名：\mdxpensekine）

通貨
金額値の表記に使用される通貨。

例
• ユーロ
• ドル

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
通貨（rpk名：\mburrency）

為替レート
Q通貨間の為替レート。

為替レートは、金額値を複数の通貨に換算する際に使用されます。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
為替レート（rpk名：\mburq\te）

減価償却

減価償却
資産の減価償却では、資産の価値の減少を費用として算入します。

Assetbenterでは固定資産の経理上の減価償却を推算できます。

これは見積り算定に過ぎません。Assetbenterは、法律上の目的で使用される
情報を含む会計ソフトウェアの代用は果たしません。
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しかし、Assetbenterデータベースの情報を会計ソフトウェアの情報と比較す
ることも有用です。これは、Assetbenterを使用する資産管理者のほうが、固
定資産の状況をより正確に把握することができるからです。

Assetbenterでは以下の内容を定義または計算できます。
• 減価償却方法（定額法、定率法、耐用年数）
• 減価償却基準
• 減価償却金額
• 残存価額

例
• 定額法による減価償却
• 定率法による減価償却

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
• 資産（rpk名：\mAsset）
• 固定資産（rpk名：\meixedAsset）

減価償却引当金
使用または時間の経過による固定資産値の減少を費用として算入するめに、
損益計算書に計上される費用。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
減価償却引当金（rpk名：\mcprkine）

固定資産
企業が使用する高価な資産を指します。固定資産は、減価償却の対象となり
得ます。

Assetbenterは固定資産を記録しますが、会計ソフトウェアの代用は果たしま
せん。

Assetbenterデータベースの情報を会計ソフトウェアの情報と比較することも
有用です。これは、Assetbenterを使用する資産管理者のほうが、固定資産の
状況をより正確に把握することができるからです。
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このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
固定資産（rpk名：\meixedAsset）

税金

税区分
同一の税率が適用される税区域を指します。

例
多くの場合、税区分は地理上の区分と同一です。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
税区分（rpk名：\ms\xiuris）

税金
国家や地方自治体が一定の出費から徴収する金額。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
• 資産の賃貸料（rpk名：\mAssetqent）
• 契約賃貸料（rpk名：\mbntrqent）
• 発注明細（rpk名：\monrdkine）
• 請求明細（rpk名：\mhnvoicekine）
• 依頼明細（rpk名：\mqeqkine）
• 経費明細（rpk名：\mdxpensekine）
• 資産（rpk名：\mAsset）
• 調整項目（rpk名：\mAdjustment）
• 契約（rpk名：\mbontr\ct）
• サプライヤの請求書（rpk名：\mhnvoice）
• 発注（rpk名：\monrder）
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• 依頼（rpk名：\mqequest）
• 研修（rpk名：\msr\ining）
• 作業指示（rpk名：\mvorknrder）

税率
ある税区分の税金の計算に使用されるパーセンテージ。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
税率（rpk名：\ms\xq\te）

税金の計算式
税金金額を計算するために使用されるスクリプト。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
税金の計算式（rpk名：\ms\xeormul\）

sCn

sCn
sotal Cost of nwnershipは、設備／備品（一般的にコンピュータ）の所有にか
かる年間の総コストを指します。

sbnにはハードやソフトウェアの購入価格、メンテナンス費、アップグレー
ドの費用、またコンピュータの管理に必要な人件費や設備費（ホットライ
ン、ヘルプデスク、修理、アシスタントなど）が含まれます。
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経費付替え

経費付替え
配賦元コストセンタから配賦先コストセンタに、経費を再び配賦することを
指します。

例
• メンテナンスコストの経費付替え

経費付替えシステム
経費付替え明細の生成を自動化する経費付替え規則の集合。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
経費付替えシステム（rpk名：\mbbkrystem）

経費付替え規則
経費明細を生成する以下のパラメータの集合
• トリガ条件
• 配賦元コストセンタと配賦先コストセンタ
• 経費付替え金額の計算方法

経費付替えシステムが経費付替え規則を導入します。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
経費付替え規則（rpk名：\mbbkqule）

経費付替えスクリプト
経費付替え明細の金額を計算するために経費付替え規則が使用するスクリプ
ト。
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このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
経費付替えスクリプト（rpk名：\mbbkrcript）

経費付替えイベント
経費付替え規則が自動的に発生させる経費付替えの原因。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
経費付替えイベント（rpk名：\mbbkrtoreddvent）

分割処理
１つの経費明細を、複数のコストセンタに分割して配分することを指しま
す。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
コストセンタの分割処理（rpk名：\mbbrplit）

分割処理規則
分割処理規則は経費付替え規則内で使用されています。分割処理規則は、複
数のコストセンタ間で経費を分割配分する方法（どのコストセンタにどの
パーセンテージを割り当てるか）を定義します。

このオブジェクトを記述するAssetCenterデータベースの
テーブル
分割処理規則（rpk名：\mbbkrplitqule）
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メニューとタブページ（ファイナンス）
ファイナンスモジュールは以下のメニュー、タブ、フィールドとリンクを使
用します。

表 8.P. メニューとタブページ（ファイナンス）L 一覧

関連するマニュ
アルの章

コメン
ト

タブ、枠、
フィールドリン
ク

メニューからア
クセスできる
テーブルの名前
とrQL名

サブメニュー

［ファイル］メニュー

�参考情報8
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関連するマニュ
アルの章

コメン
ト

タブ、枠、
フィールドリン
ク

メニューからア
クセスできる
テーブルの名前
とrQL名

サブメニュー

マニュアル『は
じめに』の、
「ユーザのコン
ピュータで
AssetCenterをカ
スタマイズす
る」の章、「モ
ジュールを起動
する」の節を参
照してくださ
い。

ライセ
ンス
ファイ
ルに許
可され
ていれ
ばファ
イナン
スモ
ジュー
ルを選
択／非
選択で
きま
す。

以下の
モ
ジュー
ルが非
表示の
場合
は、こ
のメ
ニュー
を使用
しま
す。

なしなしモジュールの起
動

［ファイナンス］メニュー
インプリメン
テーション方法
z�献 QW]

すべて会計年度
（\mein\nci\lxe\r）

会計年度

予算 z�献 QR]すべてコストカテゴリ
（\mbostb\tegory）

コストカテゴリ

予算 z�献 QR]すべて予算分類
（\maudgbl\ss）

予算分類

予算 z�献 QR]すべて予算センタ
（\maudgbenter）

予算センタ

コストセンタ
z�献 QV]

すべてコストセンタ
（\mbostbenter）

コストセンタ
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関連するマニュ
アルの章

コメン
ト

タブ、枠、
フィールドリン
ク

メニューからア
クセスできる
テーブルの名前
とrQL名

サブメニュー

経費明細
z�献 RS]

すべて経費明細
（\mdxpensekine）

経費明細

経費付替えシス
テムの導入
z�献 VO]

すべて経費付替えシス
テム
（\mbbkrystem）

経費付替え

固定資産を関連
付ける z�献 SP]

すべて固定資産
（\meixedAsset）

固定資産

なしすべて減価償却の計算
式
（\mceprrcheme）

減価償却の計算
式

場所に応じて税
金を指定する
z�献 TP]

すべて税区分
（\ms\xiuris）

税区分と税率

税金の計算式
z�献 SW]

すべて税金の計算式
（\ms\xeormul\）

計算式

金額値 z�献 PR]すべて［通貨］（rpk
名：
\mburrency）
テーブル

通貨

為替レート
z�献 PT]

すべて［為替レート］
（rpk名：
\mburq\te）テー
ブル

為替レート

［ポートフォリオ］メニュー
マニュアル
『ポートフォリ
オ』の「ポート
フォリオ品目」
の章を参照して
ください。

［全般］タブの
［コストカテゴ
リ］リンクと
［コストセン
タ］リンク

ポートフォリオ
品目
（\moortfolio）

ポートフォリオ
品目

実用例 z�献 VT]［固定資産］タ
ブと［コスト］
タブ

資産（\mAsset）資産とロット
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関連するマニュ
アルの章

コメン
ト

タブ、枠、
フィールドリン
ク

メニューからア
クセスできる
テーブルの名前
とrQL名

サブメニュー

マニュアル
『ポートフォリ
オ』の「ポート
フォリオ品目」
の章、「ポート
フォリオ品目の
移動」の節を参
照してくださ
い。

［全般］タブの
［コストセン
タ］リンク

依頼
（\mqequest）

社内依頼

マニュアル
『ポートフォリ
オ』の「ポート
フォリオ品目」
の章、「モデ
ル」を参照して
ください。

［会計］タブモデル
（\mlodel）

モデル

マニュアル
『ポートフォリ
オ』の「概要」
の章、「ポート
フォリオ品目の
コンテキスト情
報とトラッキン
グ情報」の節を
参照してくださ
い。

［全般］タブの
［コストセン
タ］リンク

場所
（\mkoc\tion）

場所

マニュアル
『ポートフォリ
オ』の「概要」
の章、「ポート
フォリオ品目の
主要テーブル」
の節を参照して
ください。

［全般］タブの
［コストセン
タ］リンク

［コスト］タブ

従業員
（\mdmplcept）

部署と従業員

税金 z�献 WW]［全般］タブの
［配賦］枠

研修
（\msr\ining）

研修
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関連するマニュ
アルの章

コメン
ト

タブ、枠、
フィールドリン
ク

メニューからア
クセスできる
テーブルの名前
とrQL名

サブメニュー

マニュアル
『ポートフォリ
オ』の「作業指
示とプロジェク
ト」の章、「プ
ロジェクト」を
参照してくださ
い。

［全般］タブの
［予算センタ］
リンク

プロジェクト
（\moroject）

プロジェクト

作業指示を使っ
た内部管理費の
詳細情報
z�献 UT]

［取得］タブの
［コストカテゴ
リ］リンクと
［コストセン
タ］リンク

［コスト］タブ

作業指示
（\mvorknrder）

作業指示

［調達］メニュー
税金管理が必要
な分野 z�献 ST]

［全般］タブの
［コストセン
タ］リンク

依頼
（\mqequest）

購入依頼

調達サイクルで
税金を使う
z�献 TV]

［ファイナン
ス］タブの［配
賦］枠

発注（\mnrder）発注と見積

［契約］メニュー
経費明細
z�献 RS]

［全般］タブの
［コストカテゴ
リ］リンクと
［コストセン
タ］リンク

［ローン］タブ
の［ローンの配
賦］枠

［コスト］タブ

契約
（\mbontr\ct）

契約
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関連するマニュ
アルの章

コメン
ト

タブ、枠、
フィールドリン
ク

メニューからア
クセスできる
テーブルの名前
とrQL名

サブメニュー

経費明細
z�献 RS]

［全般］タブの
［コストカテゴ
リ］リンクと
［コストセン
タ］リンク

［ローン］タブ
の［ローンの配
賦］枠

［賃貸料］タブ
の［契約賃貸料
に応じて割当］
枠

［コスト］タブ

契約
（\mbontr\ct）

リース明細

［ツール］メニュー
レポートと書式
（ファイナン
ス） z�献 PPP]

なしレポート
（\mqeport）

レポート機能／
レポート

アクションと
ウィザード
（ファイナン
ス） z�献 POX]

なしアクション
（\mAction）

アクション／編
集
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関連するマニュ
アルの章

コメン
ト

タブ、枠、
フィールドリン
ク

メニューからア
クセスできる
テーブルの名前
とrQL名

サブメニュー

アクションと
ウィザード
（ファイナン
ス） z�献 POX]

コンテ
キスト
アク
ション
または
コンテ
キスト
外アク
ション
にアク
セスで
きま
す。

選択さ
れたア
クショ
ンをト
リガし
ます。

なしアクション／[ア
クションの名前]

ツールバーのア
イコン（ファイ
ナンス）
z�献 POO]

ツール
バーの
アイコ
ンを表
示／非
表示に
しま
す。

なしツールバーのカ
スタマイズ

［管理］メニュー
マニュアル『は
じめに』の
「AssetCenterを
初めて使用す
る」の章、「レ
コードリスト」
の節の「リスト
を使う」を参照
してください。

メ
ニュー
からア
クセス
できな
いテー
ブルを
表示し
ます。

なしなし画面一覧
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関連するマニュ
アルの章

コメン
ト

タブ、枠、
フィールドリン
ク

メニューからア
クセスできる
テーブルの名前
とrQL名

サブメニュー

リストデータ
（ファイナン
ス） z�献 POV]

なしリストデータ
（\mhtemizedkist）

リストデータ

カウンタ（ファ
イナンス）
z�献 POW]

なしカウンタ
（\mbounter）

カウンタ

ツールバーのアイコン（ファイナンス）
ツールバーに表示されるアイコンの中には、ファイナンスモジュールに固有
のものがいくつかあります。

アイコンのリストを表示して、ツールバーに追加するには、次の手順に従い
ます。
P ［ツール／ツールバーのカスタマイズ］メニューを選択します。
2 ［ツール］タブを選択します。
R ［カテゴリ］のリストから［ファイナンス］を選択します。

ツールバーのカスタマイズに関する詳細は、マニュアル『はじめに』の「ユー
ザのコンピュータでAssetCenterをカスタマイズする」の章、「ツールバーを
カスタマイズする」の節を参照してください。

インタフェースのオプション（ファイナンス）
ファイナンスモジュール用のインタフェースオプションはありません。

テーブル（ファイナンス）
ファイナンスモジュールでは、多数のテーブルを使用します。

ファイナンスモジュールで使用するテーブルの一覧は以下の通りです。
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表 8.Q. テーブル（ファイナンス）L 一覧

関連するマニュ
アルの章

テーブルにアクセスする
ために使用するメニュー

テーブルのrQL名テーブル名

ファイナンスモジュールに直接関連するテーブル
予算 z�献 QR]［ファイナンス／予算セ

ンタ］メニューの［全
般］タブ

\maudget予算

コストセンタ
z�献 QV]

［ファイナンス／コスト
センタ］

\mbostbenterコストセンタ

予算 z�献 QR]［ファイナンス／予算セ
ンタ］

\maudgbenter予算センタ

予算 z�献 QR]［ファイナンス／予算分
類］

\maudgbl\ss予算分類

予算 z�献 QR]［ファイナンス／会計年
度］メニューの［期間区
分］タブ

\mexcivision期間区分

金額値 z�献 PR]［ファイナンス／通貨］\mburrency通貨
［ファイナンス／固定資
産］メニューの［減価償
却］タブ

\mcprkine減価償却引当金

経費付替えシス
テムのイベント
を解決する
z�献 VS]

［ファイナンス／経費付
替え］メニューの［イベ
ント］タブ

\mbbkrtoreddvent経費付替えイベン
ト

インプリメン
テーション方法
z�献 QW]

［ファイナンス／会計年
度］

\mein\nci\lxe\r会計年度

［ファイナンス／経費明
細］の［経費付替え］タ
ブの経費付替え明細の詳
細画面

\mbbkhnvoice社内振替

［ファイナンス／減価償
却の計算式］

\mceprrcheme減価償却の計算式

税金の計算式
z�献 SW]

［ファイナンス／減価償
却の計算式］

\ms\xeormul\税金の計算式

固定資産を関連
付ける z�献 SP]

［ファイナンス／固定資
産］

\meixedAsset固定資産

場所に応じて税
金を指定する
z�献 TP]

［ファイナンス／税区分
と税率］

\ms\xiuris税区分

AssetCenter SMR - ファイナンス POP

ファイナンス



関連するマニュ
アルの章

テーブルにアクセスする
ために使用するメニュー

テーブルのrQL名テーブル名

予算 z�献 QR]［ファイナンス／予算セ
ンタ］の［全般］タブで
開く予算の詳細画面の
［明細］タブ

\maudgkine予算明細

経費明細
z�献 RS]

［ファイナンス／経費一
覧］

\mdxpensekine経費明細

［ファイナンス／コスト
センタ］の［経費付替
え］タブで開く社内振替
伝票の詳細の［詳細］タ
ブ

\mbbkhnvkine社内振替伝票明細

経費付替え規則
を定義する
z�献 VO]

［ファイナンス／経費一
覧］の［経費付替え］タ
ブ

\mbbkkine経費付替え明細

分割処理の詳細
設定と計算
z�献 RV]

［ファイナンス／経費付
替え］の［全般］タブで
開く経費付替え規則の詳
細画面の［分割処理規
則］リンク

\mbbkrplitkine分割処理明細

予算 z�献 QR]［ファイナンス／会計年
度］の［期間区分］タブ
で開く期間区分の詳細画
面の［期間］タブ

\moeriod期間

経費付替え規則
を定義する
z�献 VO]

［ファイナンス／経費付
替え］の［全般］タブ

\mbbkqule経費付替え規則

配賦先コストセ
ンタを指定する
z�献 VR]

［ファイナンス／経費付
替え］の［全般］タブで
開く経費付替え規則の詳
細画面の［分割処理規
則］（rplitqule）リンク

\mbbkrplitqule分割処理規則

［ファイナンス／コスト
カテゴリ］の［予算カテ
ゴリ］タブ

\mqelbb\tbl\ssコストカテゴリ L
予算分類の関係

予算 z�献 QR]［ファイナンス／コスト
カテゴリ］

\mbostb\tegoryコストカテゴリ

予算 z�献 QR]［ファイナンス／予算分
類］の［予算カテゴリ］
タブ

\maudgetb\tegory予算カテゴリ
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関連するマニュ
アルの章

テーブルにアクセスする
ために使用するメニュー

テーブルのrQL名テーブル名

経費付替え規則
を定義する
z�献 VO]

［ファイナンス／経費付
替え］の［全般］タブで
開く経費付替え規則の詳
細画面の［スクリプト
（金額）］リンク
（Amountrcript）と［ス
クリプト（配賦）］リン
ク（Alloc\tionrcript）

\mbbkrcript経費付替えスクリ
プト

経費付替えシス
テムの導入
z�献 VO]

［ファイナンス／経費付
替え］

\mbbkrystem経費付替えシステ
ム

為替レート
z�献 PT]

［ファイナンス／為替
レート］

\mburq\te為替レート

税区分の税率の
タイプを管理す
る z�献 TP]

［ファイナンス／税区分
と税率］の［税率］で開
く［税率］の詳細画面の
［税率のタイプ］
（s\xsype）

\ms\xsype税率のタイプ

場所に応じて税
金を指定する
z�献 TP]

［ファイナンス／税区分
と税率］の［税率］タブ

\ms\xq\te税率

コストセンタ間
での分割処理
z�献 RU]

［ファイナンス／コスト
センタ］の［分割処理］
タブ

\mbbrplitコストセンタの分
割処理

ファイナンスモジュールに間接的に関連するテーブル
ポートフォリオ／部署と
従業員

\mdmplcept従業員

レポートと書式
（ファイナン
ス） z�献 PPP]

［ツール／レポート機能
／レポート］

\mqeportレポート

実用例 z�献 VT]［ツール／クエリ］\mpueryクエリ

テーブル間の依存関係（ファイナンス）
ファイナンスモジュールでは、Assetbenterデータベースの数多くのテーブル
を使用します。これらのテーブル間には多数のリンクが存在するため、テー
ブルの入力順を最適化することをお奨めします。
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以下で記述する入力順に必ずしも従う必要はありません。Assetbenterでは、
リンクするテーブルで欠けているレコードを必要に応じて作成することがで
きます。

ヒント:

為替レートの前に通貨を作成しておくことをお奨めします。しかし為替レー
トの詳細画面に入力する際に、通貨を仮作成することも可能です。この場合
多数のリンクするウィンドウに入力する必要があるため、操作は困難になり
ます。

以下の表にリンクされているテーブルの一覧とレコードの能率的な入力順を
示します。

表 8.3. テーブル間の依存関係（ファイナンス）L 表

コメント前もって入力する必要のあ
るテーブル（テーブル名と
rQL名）

テーブル（テーブル名とrQL名）

一般テーブル
どのリストデータを
入力するかについて
は、 リストデータ
（ファイナンス）
z�献 POV]を参照して
ください。

なしP リストデータ
（\mhtemizedkist）

『主要テーブル』のマニュ
アルを参照してください。

P 従業員（\mdmplcept）

『主要テーブル』のマニュ
アルを参照してください。

P 場所（\mkoc\tion）

会計用のカテゴリの導入（経費明細の作成前に）
この段階では［カテ
ゴリ L 分類の関係］
リンク
（qelbb\tbl\ss）に
入力しないでくださ
い。

• 従業員（\mdmplcept）P コストカテゴリ
（\mbostb\tegory）

• 従業員（\mdmplcept）
• 場所（\mkoc\tion）

P コストセンタ（\mbostbenter）
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コメント前もって入力する必要のあ
るテーブル（テーブル名と
rQL名）

テーブル（テーブル名とrQL名）

会計年度、期間区分
と期間はそれぞれ
別々のテーブルに格
納されています。し
かし、［ファイナン
ス／会計年度］メ
ニューのみがRつの
テーブルへの唯一の
エントリポイントに
なっています。R
テーブルはそれぞれ
リンクし合っていま
す。

なしP 会計年度（\mein\nci\lxe\r）
2 期間区分（\mexcivision）
R 期間（\moeriod）

予算分類と予算カテ
ゴリは別のテーブル
に保存されていま
す。しかし、［ファ
イナンス／予算分
類］メニューのみが
Qつのテーブルへの
エントリポイントに
なっています。Q
テーブルはそれぞれ
リンクし合っていま
す。

• コストカテゴリ
（\mbostb\tegory）

P 予算分類（\maudgbl\ss）
2 予算カテゴリ
（\maudgetb\tegory）

R カテゴリ L 分類の関係
（\mqelbb\tbl\ss）

予算センタ、予算、
予算明細はそれぞれ
別のテーブルに保存
されています。しか
し、［ファイナンス
／予算センタ］メ
ニューのみがRつの
テーブルへのエント
リポイントになって
います。Rテーブル
はそれぞれリンクし
合っています。

• 従業員（\mdmplcept）
• コストセンタ
（\mbostbenter）

• 期間区分
（\mexcivision）

• 予算分類
（\maudgbl\ss）

• 期間（\moeriod）
• 予算カテゴリ
（\maudgetb\tegory）

P 予算センタ（\maudgbenter）
2 予算（\maudget）
R 予算明細（\maudgkine）

経費付替えの導入（社内振替伝票の作成前に）
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コメント前もって入力する必要のあ
るテーブル（テーブル名と
rQL名）

テーブル（テーブル名とrQL名）

経費付替えシステ
ム、経費付替え規
則、分割処理規則と
経費付替えスクリプ
トは、それぞれ別の
テーブルに保存され
ています。しかし、
［ファイナンス／経
費付替え］メニュー
のみがSつのテーブ
ルへのエントリポイ
ントになっていま
す。Sテーブルはそ
れぞれリンクし合っ
ています。

• コストカテゴリ
（\mbostb\tegory）

P 経費付替えシステム
（\mbbkrystem）

2 経費付替え規則（\mbbkqule）
R 分割処理明細
（\mbbkrplitqule）

S 経費付替えスクリプト
（\mbbkrcript）

税金管理の導入（依頼、発注、請求書、契約の作成前に）
税区分、税率と税率
のタイプはそれぞれ
別のテーブルに保存
されています。しか
し、［ファイナンス
／税区分と税率］メ
ニューのみがRつの
テーブルへのエント
リポイントになって
います。Rテーブル
はそれぞれリンクし
合っています。

なしP 税区分（\ms\xiuris）
2 税率（\ms\xq\te）
R 税率のタイプ（\ms\xsype）

なしP 税金の計算式
（\ms\xeormul\）

通貨管理の導入（経費明細の作成前に）
なしP 通貨（\mburrency）
• ［通貨］（rpk名：
\mburrency）テーブル

P ［為替レート］（rpk名：
\mburq\te）テーブル

固定資産管理の導入（固定資産の作成前に）
なしP 減価償却の計算式

（\mceprrcheme）
経費の記録
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コメント前もって入力する必要のあ
るテーブル（テーブル名と
rQL名）

テーブル（テーブル名とrQL名）

• コストカテゴリ
（\mbostb\tegory）

• コストセンタ
（\mbostbenter）

• 経費付替えシステム
（\mbbkrystem）

• 経費付替え規則
（\mbbkqule）

P 経費明細（\mdxpensekine）
2 社内振替伝票
（\mbbkhnvoice）

R 経費付替え明細（\mbbkkine）
S 社内振替伝票明細
（\mbbkhnvkine）

T 経費付替えイベント
（\mbbkrtoreddvent）

U コストセンタの分割処理
（\mbbrplit）

V 分割処理明細
（\mbbkrplitkine）

資産の固定価値化
• 減価償却の計算式
（\mceprrcheme）

P 資産（\mAsset）
2 固定資産（\meixedAsset）
R 減価償却引当金（\mcprkine）

リストデータ（ファイナンス）
フィールドに値を入力する際に、リストデータ（オーブン／クローズド）を
使って値を選択する場合があります

［管理／リストデータ］メニューを選択して［リストデータ］（rpk名：
\mhtemizedkist）テーブルを表示します。

ファイナンスモジュール専用のリストデータは以下の表の通りです。

表 8.S. リストデータ（ファイナンス）L 一覧

フィールドが属するテーブル
（テーブル名とrQL名）

リストデータを使って入力する
フィールド（フィールド名と
rQL名）

リストデータの
識別子

経費明細（\mdxpensekine）タイプ（sype）\mdxpkinesype
経費付替えシステム
（\mbbkrystem）

減価償却（cepreci\tion）\meixedAste\mily

経費明細（\mdxpensekine）支払い（o\yment）\mo\yment
税金の計算式（\ms\xeormul\）カテゴリ（b\tegory）\ms\xeormb\tegory
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リストデータ使用の詳細については、『AssetCenterの高度な使い方』マニュ
アルの「リストデータ」の章を参照してください。

特殊フィールド（ファイナンス）
ファイナンスモジュールでは、特殊フィールドを使用しません。

特殊フィールドの詳細に関しては、マニュアル『AssetCenterの高度な使い
方』の「特殊フィールド」の章を参照してください。

スクリプトの詳細に関しては、マニュアル『AssetCenterの高度な使い方』の
「スクリプト」の章を参照してください。

Aohの使用に関する情報は、マニュアル『プログラマーズリファレンス』を
参照してください。

カウンタ（ファイナンス）
ファイナンスモジュールでは、以下のカウンタを使用します。

これらのカウンタは、特定のフィールドのデフォルト値で使用されていま
す。

［管理／カウンタ］メニューを選択して［カウンタ］（rpk名：\mbounter）
テーブルを表示します。

ファイナンスモジュールに直接関連するカウンタは以下の通りです。

表 8.T. カウンタ（ファイナンス）L 一覧

カウンタを使用するフィー
ルド（フィールド名とrQL
名）

カウンタを使用するテーブ
ル（テーブル名とrQL名）

カウンタのrQL名

コード（bode）コストセンタ
（\mbostbenter）

\mbostbenter_bode

番号（audgetkinemo）予算明細（\maudgkine）\maudget_audgetmo
アイテム番号（htemmo）経費明細

（\mdxpensekine）
\mdxpensekine_htemmo

コード（bode）コストカテゴリ
（\mbostb\tegory）

\mbostb\tegory_bode
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カウンタの詳細については、マニュアル『管理』の「データベースの標準記
述ファイル」の章、「データベースのカスタマイズ」の節、「フィールドの
デフォルト値のカウンタ」を参照してください。

アクションとウィザード（ファイナンス）
ファイナンスモジュールでは複数のアクションを使用します。

［ツール／アクション／編集］メニューを選択して［アクション］（rpk
名：\mAction）テーブルを表示します。

以下の操作を実行すると、ファイナンスモジュールに関連するアクションを
容易に検索できます。
P アクションのリストを表示します（［ツール／アクション／編集］メ
ニュー）。

2 リスト画面で右クリックします。
R ［リストの設定］メニューを選択します。
S リンク［ドメイン］（rpk名：com\in）をリストの列見出しに追加しま
す。

T ［nK］をクリックします。
U リストを［ドメイン］列で並べ替えます。
V ファイナンスモジュールのアクションはドメイン「/ファイナンス/*」で
識別されます。

アクションの詳細に関しては、マニュアル『AssetCenterの高度な使い方』の
「アクション」の章を参照してください。

スクリプトの詳細に関しては、マニュアル『AssetCenterの高度な使い方』の
「スクリプト」の章を参照してください。

Aohの使用に関する情報は、マニュアル『プログラマーズリファレンス』を
参照してください。

新しいアクションを作成したり、既存のアクションをカスタマイズすること
ができます。

AssetCenter rerverモジュール（ファイナンス）
複数のコストセンタに経費明細を分割して経費付替えするコストセンタモ
ジュールは、ファイナンスモジュール用です。

このモジュールの詳細については、マニュアル『管理』の「AssetCenter
rerver」の章、「AssetCenter rerverでモニタするモジュールを設定する」の節
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の「［コストセンタの経費を分割する（CostCenter）］モジュール」を参照
してください。

システムデータおよび専門分野データ（ファイナン
ス）

Assetbenterは、以下の標準データパッケージと共に提供されています。

これらのデータパッケージは、以下のQグループに分類できます。
• システムデータ：Assetbenterの使用に必須のデータ
• 専門分野データ：必要に応じて実際に使用するデータベースに挿入でき
るデータ

このデータは、機能別に分類されています。
• サンプルデータ：Assetbenterの使用に慣れるために便利なデータ

ファイナンスモジュールに関連するシステムデータ
システムデータは、ファイナンスモジュールに関連する以下のテーブルの
データを含んでいます。
• ［アクション］（rpk名：\mAction）テーブル

ファイナンスモジュールに関連するシステムデータは、Assetbenterと共にイ
ンストールされるデモ用データベースに自動的に含まれます。

ファイナンスモジュールに関連するシステムデータを実際のデータベースで
も使用するには、Assetbenter c\t\b\se Administr\torでこれを指定する必要が
あります。

ファイナンスモジュールに関連する専門分野データ
ファイナンスモジュールでは、専門分野データにsCnに関連するデータが含
まれています。これらのデータを含むテーブルは以下の通りです。
• ［アクション］（rpk名：\mAction）テーブル
• ワークフローに関するテーブル
• ［任意管理項目］（rpk名：\mee\ture）テーブル
• ［リストデータ］（rpk名：\mhtemizedkist）テーブル
• ［属性］（rpk名：\mm\ture）テーブル

ファイナンスモジュールに関連する専門分野データは、Assetbenterと共にイ
ンストールされるデモ用データベースに自動的に含まれます。

ファイナンスモジュールに関連する専門分野データを、実際のデータベース
でも使用するようにAssetbenter c\t\b\se Administr\torで指定できます。
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レポートと書式（ファイナンス）
Assetbenterには書式とレポートが付属しており、これらの一部はファイナン
スモジュールに関連しています。

レポートと書式をデータベースで使用できるようにするには、Assetbenter
c\t\b\se Administr\torでレポートと書式をインポートする必要があります。

ファイナンスモジュールに関連するレポートのインポート
と識別
レポートのインポートの詳細については、マニュアル『AssetCenterの高度な
使い方』の「Crystal qeports」の章「レポート作成プログラムの操作とインス
トール」の「既製のCrystal qeportsレポートを実際に使用するデータベースに
インストールする」の節を参照してください。

ファイナンスモジュールに関連するレポートを識別する方法については、
『AssetCenterの高度な使い方』の「Crystal qeports」の章、「モジュールに関
連するCrystalレポートの識別」の節を参照してください。

ファイナンスモジュールに関連する書式のインポートと識
別
書式のインポートの詳細については、マニュアル『AssetCenterの高度な使い
方』の「書式」の章、「既製の書式を実際に使用するデータベースにインス
トールする」の節を参照してください。

ファイナンスモジュールに関連する書式を識別する方法については、
『AssetCenterの高度な使い方』の「書式」の章、「モジュールに関連する書
式の識別」の節を参照してください。

自動アクション（ファイナンス）
Assetbenterのバックグラウンドで自動的に実行されるアクションについて
は、『データベース構造』のマニュアルを参照してください。

このマニュアルでは、説明される各テーブルごとに「自動プロセス」の節が
あります。

AoI（ファイナンス）
複数のAssetbenter Aohはファイナンスモジュールに関連しています。
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ファイナンスモジュールに関連するAohの一覧および説明については、マニュ
アル『プログラマーズリファレンス』を参照してください。

特に「索引」の章を参照してください。
• 「使用可能な関数 L 機能：業務」の節
• 「使用可能な関数 L 機能：経費付替え」の節

ビュー（ファイナンス）
ファイナンスモジュール用のデフォルトのビューはありません。

ビューの詳細に関しては、マニュアル『はじめに』の「ビューの使用方法」
の章を参照してください。

その他のマニュアル（ファイナンス）
本マニュアルには、ファイナンスモジュールに直接関連する情報のみが記載
されています。

本マニュアルに加えて、以下のマニュアルを参照することをお奨めします。

表 8.6. その他のマニュアル（ファイナンス）L 一覧

AssetCenterのインストール先
フォルダにおけるパス

フォー
マット

ドメインマニュアル名

\doc\pdf\hnst\ll\tionIMpdf印刷版• Assetbenterのイ
ンストール

インストール
\doc\chm\inst\llIMchmオンライ

ン
\doc\pdf\bommons\blesIMpdf印刷版• 部署と従業員

• 場所
主要テーブル

\doc\chm\commonIMchmオンライ
ン

\doc\pdf\tserhnterf\ceIMpdf印刷版• ソフトウェアの
一般的なth情報

はじめに
\doc\chm\userintIMchmオンライ

ン
\doc\pdf\oortfolioIMpdf印刷版• 資産ポートフォリオ
\doc\chm\portfolIMchmオンライ

ン
\doc\pdf\Administr\tionIMpdf印刷版• リストデータ

• フィールドのカ
スタマイズ

管理
\doc\chm\\dminIMchmオンライ

ン
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AssetCenterのインストール先
フォルダにおけるパス

フォー
マット

ドメインマニュアル名

ヘルプにアクセスするには、
特定のフィールドまたはリン
クを選択してから、以下の操
作のうちPつを行います。
• 右クリックして、［フィー
ルドのヘルプ］メニューを
選択します。

• キーボードで［rhift＋eP］
キーを押します。

• ［ヘルプ／フィールドのヘ
ルプ］メニューを選択しま
す。

オンライ
ン

• データベースの
フィールドとリ
ンクの説明

フィールドおよび
リンクに関する状
況依存ヘルプ

• doc\infos\d\t\b\seMtxt
• \infos\t\blesMtxt

テキスト
ファイル

• データベースの
テーブル、
フィールド、リ
ンク、インデッ
クスの一覧

• Assetbenterが自
動的にトリガす
るエージェント

データベース構造

\doc\chm\dbstructIMchmオンライ
ン

ヘルプにアクセスするには、
特定のフィールドまたはリン
クを選択してから、以下の操
作のうちPつを行います。
• キーボードで［eP］キーを
押します。

• ［ヘルプ／インデックス］
メニューを選択します。

オンライ
ン

• アプリケーショ
ンの全機能

オンラインヘルプ
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アイコン, POO
アクション, POX
インタフェース L オプション, POO
インタフェースのオプション, POO
ウィザード, POX
カウンタ, POW
コスト
(参考 sbn)
(参考 コストセンタ)

コストカテゴリ
はじめに, QR
定義, WR

コストセンタ
(参考 分割処理)
はじめに, QV
外部アプリケーションとの関連付け, RS
定義, WS

システムデータ, PPO
タブ, XR
ツールバー, POO
テーブル, POO
テーブル間の依存関係, POR

ビュー, PPQ
マニュアル, PPQ
メニュー, XR
リストデータ, POV
レート (参考 為替レート)
レポート, PPP
為替レート, PT

データの入力, PT
ヒント, PV
ユーロ, PU
逆レート, PT
定義, WU

会計年度
はじめに, QT
定義, WP

換算額
(参考 変換)

換算通貨（メニュー）, PV
期間
はじめに, QR
定義, WQ

期間区分
はじめに, QT
定義, WQ

金額 (参考 金額値)
金額フィールド, PV
金額値, PRLQP
(参考 通貨)

経費, QRLRX
(参考 経費明細)
(参考 予算)
概要, QR

経費付替え, UXLVX
(参考 経費付替えシステム)
概要, UX
原価計算の実行, VO

�インデックス
目次
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定義, XO
特徴, UX

経費付替えイベント, XP
経費付替えシステム, XO
経費付替えスクリプト, XO
経費付替え規則
イベント L 解決, VS
コストカテゴリ, VR
スペック, VO
トリガイベント, VP
金額, VQ
実用例, VT
定義, XO
配賦先コストセンタ, VR

経費明細, RS
Assetbenterサーバによる自動計算, RU
作成, RT
詳細, RS
定義, WT
分割処理, RU
変更, RT

減価償却
(参考 減価償却引当金)

減価償却引当金, WV
固定資産, SPLSS
会計ソフトウェアとの関連付け, SQ
詳細, SR
定義, WV

作業単位, UT
自動アクション, PPP
書式, PPP
場所 L 税金, TP
税金, STLTX
(参考 税区分)
アプリケーションのドメイン, ST
概念, SV
原価計算の実行, TO
実用例, SW
場所 L リンク, TP
税区分, TP
調達, TV
賃貸料, TQ , TP
固定税金, TR

税金の計算式, TR
率 L 変更, TV

定義, WW
税金の計算式
はじめに, SW
定義, WX

税区分
はじめに, SV
税金, TP
定義, WW

税率
はじめに, SV
定義, WX

税率のタイプ, SV
専門分野データ, PPO
調達 L 税金, TV
賃貸料 L 税金, TQ
通貨, PR
デフォルトの通貨, PS
ユーロ, PT
基本通貨, PS
準備段階, PS
制限, QP
定義, WU

特殊フィールド, POW
分割処理
(参考 分割処理規則)
コストセンタ L 削除, RW
概要, RU
金額 L 変更, RW
計算, RV
自動化, RV
詳細, RV
注意事項, RW
定義, XP

分割処理のステータス（フィールド）, RX
分割処理規則, XP
変換
(参考 換算額)

予算, QW
インプリメンテーション, QW
トラッキング, RQ
はじめに, QR
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実用例, QW
定義, WS

予算カテゴリ
はじめに, QR , QR
定義, WR

予算センタ
はじめに, QT
定義, WT

予算分類
はじめに, QS
定義, WQ

A
Aoh, PPP
Assetbenterサーバ L モジュール, POX

s
sbn, UPLUV
外部管理コスト, UR
管理, UR
含まれているコスト, UP
原価計算の実行, US
作業単位, UT
資産, UU
取得費, UR
定義, WX
内部管理コスト, UR
作業指示伝票, UT

評価, UT
sot\l bost of n•nership (参考 sbn)
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